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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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[image: 千切豹馬　黒猫]
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[image: 美しい少年]

〝青い監獄ブルーロック〟に招集された、十八歳さい以下のストライカー三百人。

　集合会場のホールには、体格のいい男子高校生たちがひしめき合っていた。

　洗せん膿のうのエース、大おお川かわ。

　高校ナンバーワン高身長、石いし狩かり。

　青森のメッシ、西にし岡おか。

　ちょっと見回すだけで、「あ、サッカー雑誌で見たことある。」レベルの選手がごろごろといる。

　日本フットボール連合の強化指定選手に選出された（という名目で集められた）、本物のサッカーエリートたち。

　お互たがいを意識し合い、バチバチと好戦的な視線がぶつかり合う。

　肩でもぶつけようものならケンカが始まりそうな、一いっ触しょく即そく発はつの緊きん張ちょう感かん。

　……そんなギラギラした男たちの中に、明らかに浮ういている存在がいた。

　壁かべ際ぎわにひっそりと立っている少年。

　スポーツ選手としては細身な体型にもかかわらず、周囲の注目を集めている。

　肩まである美しい赤あか髪がみに、長いまつ毛にふちどられた大きな瞳ひとみ。

　一いっ瞬しゅん女性と見み紛まがうほどに、美しい顔立ちをしていたから。

「……なんだあの女みてぇなやつは。」

　だれかが鼻で笑った。

「アイドルオーディションと間ま違ちがってんじゃねえの？」

「サッカーできんのか？　顔は関係ねえぞ。」

　陰かげ口ぐちと小バカにしたニヤニヤ笑い。

　だが……この美しい少年をナメていたやつらは、のちのち〝青い監獄ブルーロック〟でまとめて蹴け散ちらされることになる。

　そう、サッカーに顔は関係ない。

　この美形男子、見み目め麗うるわしいのは外見だけで、中身はゴリゴリのエゴイスト。

　ピッチの上ではだれよりも強気な生きっ粋すいのストライカーだ。

　しかも、性格は超ちょうのつく生意気。




　スピードスター、千ち切ぎり豹ひょう馬ま。




　これは、絶頂から絶望へ、そしてどん底から〝青い監獄ブルーロック〟最速の韋い駄だ天てんへ這はい上あがっていく、千切の物語。





[image: 生意気]

　四月。羅ら古こ捨すて実業のグラウンドでは、体育会系あるあるな光景が繰くり広ひろげられていた。

「『おう並べ、新入部員ども。高校サッカー全国大会常連のこの羅ら古こ捨すて実業のダブルエース！　鰐わに間ま兄弟とはおれたちのことだぁ!!　この優ゆう秀しゅうな先せん輩ぱいを敬え!!』……と、お兄は言ってる！」

　整列した新一年生相手に先せん輩ぱい風かぜをふかしているのは、鰐間計けい助すけ（弟）。

　となりでコクコクとうなずくのは、鰐間淳じゅん壱いち（兄）。

　ふたりはふたごで、いつもにやけた顔をしているのが鰐間弟。

　歌か舞ぶ伎きの見み得えを切るように、口をひん曲げ、目をむいているほうが鰐間兄。

　鰐間兄は極きょく端たんな無口で、鰐間弟が表情を読んで通訳をするという不思議なコミュニケーション方法を取っている。

　変人兄弟ではあるが、ふたごならではの絶ぜつ妙みょうな距きょ離り感かんと動き出しのタイミング、パス＆ゴーは強力な武器で、羅ら古こ捨すて実業のダブルエースだ。

　新入部員たちは、そんな鰐間兄弟の説教を直立不動で聞いている。

　エースだし、二年生だし。えらそーなのもしかたない……という雰ふん囲い気き。

「あの。」

　最前列の一年生が手を挙げて、鰐間弟の話をさえぎった。

「おれは全国優勝して自分の名前売るために羅ら実じつに来たんで。この生産性のない上下関係なくしてもらえますか？」

　入部初日にいきなり鰐間兄弟にたてついたのは、千切だった。

　驚おどろいたのは周りの一年生たちで、（こいついったいなに言い出すんだ!?）とフリーズ状態だ。

「あぁ!?　なんだテメェやんのか？」

　当然、鰐間弟がキレる。

　鰐間兄は、「くわっ！」と顔だけでキレる。

　だが、千切は体育会系のノリに反発しているわけでも、ケンカを売っているわけでもなく、思っていることをそのまんま伝えているだけだ。

　自分がここにいるのは、先せん輩ぱいの理り不ふ尽じんに耐たえるためではない。

　全国高校サッカー選手権大会で、高校サッカーの頂点に立つ。

　そのために、地元の強きょう豪ごう校こうに来たのだ。

「おいテメェ……。」

　鰐間弟のほおは怒いかりでピクピク痙けい攣れんしている。

「千切豹馬です。」

　ほかの部員が凍こおりついている中、千切はひょうひょうと自己紹介をする。

「『おれらは羅ら実じつのエースなんだよ！　さからえばどうなるかわかってんだろうなぁ！』……とお兄は言ってる！」

「わかりました。じゃあ、実力で勝負しましょうよ。」

　勝負!?　周囲がどよめく。

　かわいい顔して、今度は道場破りみたいなことを言い出した。

「……おれが勝ったらだまってくださいね。」

　一年生の分際でクソ生意気だが、イキってるわけではない。

　それだけの自信があるのだ。

　というわけで、全部員が見守る中、鰐間兄弟[image: ]バーサス千切の勝負が始まった。

「おれが先せん輩ぱいがたを抜ぬいてゴール決めたら、おれの勝ちってことでいいですか。」

　攻せめる千切を止められたら、鰐間兄弟の勝ち。

　シンプルな二対一だ。

「くわっ！」

「『負けて吠ほえづらかくなよ！』……とお兄は言ってる！」

　おもに攻こう撃げきで威い力りょくを発揮しているふたごのアイコンタクトだが、守備の連れん携けいにも自信がある。ふたりがかりで止められないわけがない。

　コテンパンにして恥はじをかかせてやろうとしたのだが……。

「いきますよ。」

　ドビューン！

　一いっ瞬しゅんで勝負はついた。

　気がついたときにはすでに千切は鰐間兄弟のうしろにいて、止めるどころか反応すらまともにできなかった。見たこともない瞬しゅん発ぱつ力りょく、加速力。
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　千切の圧勝である。

「なんだコイツ……。疾はっや!?」

　異次元の速さに、鰐間弟のうす笑いが消えて驚きょう愕がくの表情になり、鰐間兄は目玉が落っこちそうなくらい目をむく。

（……ここのエースってこのレベルか。たいしたことないな。）

　先せん輩ぱい後こう輩はいなんて関係ない、実力がすべて。それが千切の考えだった。

　千切は天性の俊しゅん足そくで、足の速さはだれにも負けない。

　加えてサッカーの実力もじゅうぶん。

　そんな千切の才能を、監かん督とくも高く評価した。

「次の試合は千切のスピードを生かしたワントップのフォーメーションでいく!!　これなら全国優勝も夢じゃないかもしれない!!」

　入部早々レギュラーに指名し、千切を中心にチームを作っていくと宣言したのである。

　いちばん割わりを食くったのは鰐間兄弟だ。

　チームメイトの前でぶざまに負け、さらにはエースの座を奪うばわれた。

　ふたりともねちっこい性格なので、ひとこと言ってやらないと気がすまない。

「くわっ!!」

「『いきなり監かん督とくに気に入られたからって調子乗んなよー』と、お兄は言ってる！」

　放課後、千切を待まち伏ぶせして脅おどしつける。

　先せん輩ぱいにどやされたらビビりそうなものだが、千切は表情ひとつ変えずにこう答えた。

「別に、才能があるかないか……それだけのことですよ。」

　傲ごう慢まんに聞こえるが、実際、その通りなのだ。

　監かん督とくに気に入られたわけでも、ましてやえこひいきされたわけでもない。

　千切の才能を監かん督とくが認め、勝つための布ふ陣じんを構えたらワントップになった。それだけのことである。

「あーそうですか天才くん……。」

　足が速いだけのくせに、と思うがその才能が突とっ出しゅつしているのは認めざるを得ない。

　鰐間弟は悔くやしさに歯は嚙がみする。

　鰐間兄も白目をむくほどカチンときている。

「おつかれっす。」

　そう言い捨てて、千切はさっさと帰る。

（……才能ってやつは平等じゃない。おれは選ばれた人間で、その才能を証明するために生まれてきたんだ。）

　本ほん格かく的てきにサッカーを始めたのは六歳さい。地元のサッカースクールだった。

　もともと走るのは好きだったけれど、初めて他人をドリブルでブチ抜ぬいた日のことは、忘れられない。

　サッカーボールを蹴けりながら、千切の体はどんどん加速していった。

　ドリブルで次々と敵を抜ぬき去さったあの瞬しゅん間かんから、サッカーが自分のすべてになった。

（おれは必ず、全国にいって、日本代表になって、Ｗ杯ワールドカップにいく。……そして、世界一のストライカーになる。）

　この世界には才能のある人ヤ間ツとそうじゃない人ヤ間ツがいる。

　強い自負があるからこそ、だれになにを言われても、ゆらぐことなく自分を貫つらぬける。

　千切は自身の才能を、だれよりも強く信じていた。
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「……ん？」

　鰐間兄弟にケンカをふっかけられた帰り道。

　だれかに呼ばれた気がして立ち止まる。

　ふと見ると、打ち捨てられたようなボロい空き家があった。

　木造の平屋で、壁かべは板張りで緑のつたがからみついている。

　雨あま樋どいは折れているし、錆さびて茶色く変色したトタン屋根はところどころはがれている。

　人が住んでいないのは一いち目もく瞭りょう然ぜんで、雑草だけが元気よく伸のびている。

「にゃー。」

「あ。」

　引き戸の玄げん関かんの前に、黒くろ猫ねこがいた。

　ひび割れたコンクリの上に、だらんと寝そべっている。

　真っ黒の毛に、金色の瞳ひとみ。

（きれいな猫ねこだな……。）

　千切を見つめて、また「にゃー。」と鳴く。

「……なんだよ、腹減ってんの？」

　なにか食べ物を、とポケットをまさぐると、かりんとうまんじゅうが出てきた。

　なぜそんなものを持っているかというと、千切の大好物だからである。

　まんじゅうを揚あげてあるので、皮がサクッとしていておいしい。部活帰りのコンビニで買うおやつはこれ一いっ択たくだ。

「これ、食べんのかな……。」

　オンボロ空き家の敷しき地ち内ないに、一歩、足を踏ふみ入いれる。

「おいで。ほら。」

　黒くろ猫ねこの前にしゃがみ、かりんとうまんじゅうをそっと目の前に差し出した。

「にゃ。」

　食べ物だとわかったのか、前足を立てて上体を起こす。

　そんなに大きくもないけど、子こ猫ねこでもない。首輪をつけていないから、ここを縄張りにしている野の良ら猫ねこだろう。

　見れば見るほど真っ黒で、金色の瞳ひとみが神秘的だ。

　その瞳ひとみでじーっと、かりんとうまんじゅうを見つめている。

「遠えん慮りょすんな。食べていいぞ。」

　黒目が真ん丸でかわいい……と思ったら。

　バシッ。

「いてっ！」

　いきなり黒くろ猫ねこにひっかかれた。

　びっくりして、かりんとうまんじゅうを落としてしまった。

　それをパクッとくわえると、黒くろ猫ねこはピョンピョンと器用に空き家のトタン屋根に登っていく。

　屋根の上から千切をじろりと見下ろすと、悠ゆう々ゆうとかりんとうまんじゅうを食べ始めた。

　そのあまりの傍ぼう若じゃく無ぶ人じんぶりに、しばしあっけにとられてしまう。

「ハハ……。やられた。」

　当然の権利のように、かりんとうまんじゅうを食べている黒くろ猫ねこ。

「そんなナメた態度してたら嫌きらわれるぞー。かわいいだけが取とり柄えのくせに。」

「にゃー。」

　屋根に向かって声をかけてみたが、めんどくさそうにひと鳴きしただけ。

　まるで（うるさい。）とでも言っているみたいだ。

　……生意気。

　でも、なんとなく気になる。

「……おぼえてろよ。明日も来るからな。」

　うすくひっかかれたあとをなでながら、千切は帰っていった。
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「くわっ!!」

　今日も鰐間兄のきげんはすこぶる悪い。

　鰐間兄、独特の美意識で眉まゆ毛げをワニの形に整えているのだが（ちなみに鰐間弟はサイドのそりこみがワニの形だ。）、そのしっぽが、ほとんど真上を向いている。

　つまり、怒いかりで限界まで眉まゆが釣つり上あがっている。

　理由は千切が先せん輩ぱいをナメているから。

　羅ら古こ捨すて実業は、練習前に一年生が集合し、先せん輩ぱいに一礼するのがしきたりになっている。

「よろしくお願いしまーすっ！」

　ほかの一年生は腰こしを曲げて先せん輩ぱいにあいさつするが、千切は「ちわっす。」と言うだけ。頭も下げない。

　というか今日はとうとう集合しないで勝手に練習を始めやがった……というわけで、鰐間兄がブチ切れたのだ。

「『そんなナメた態度してると信用なくすぞ！　千切！　先せん輩ぱいを敬え！　足が速いだけが取とり柄えのくせに！』……とお兄は言っている。」

　通訳の鰐間弟も怒いかり心頭だが、千切はどこ吹ふく風だ。

「はいはい、別に敬ってないことはないですよ。ただおれのほうがゴール決めてるし、このチームの成績押おし上あげてるの、おれっすよね？」

　その通りだった。羅ら古こ捨すて実業は、千切が入部してから連戦連勝で、そのほとんどの点数を千切が叩たたき出だしている。

　試合をすれば、敵は50メートル５秒７７でフィールドをぶっちぎっていく千切を見送るしかない。

「この県の高校サッカーで有名なＦＷフォワードは、例えば鹿児島の巨きょ神しん兵へい、志し熊ぐまくらいでしょ。あいつより、おれのほうが結果出してますし。」

「くっ……！　『いい気になるんじゃねえ！』とお兄は言ってる！」

　鰐間兄弟はヒートアップするが、千切がいなければ志熊のいる龍りゅうの巣す学園に勝てないのも事実。つまり、羅ら古こ捨すて実業が全国にいけるかどうかは、千切にかかっているのだ。

　鰐間兄弟がどれだけ吠ほえても、サッカーにおいては千切が上。

（……先せん輩ぱいとか後こう輩はいとか、関係ねーし。おれはただ、おれのサッカーをするだけだ。）

　別に、いい気になってるわけじゃない。

　礼れい儀ぎやあいさつが不要だとも思わない。

　ただ、そんなことに割さく時間があるなら早く練習したいだけだ。




「お。いたな。」

　部活帰り、また空き家の前を通った。

　今日の黒くろ猫ねこは、ブロック塀べいの上で大あくびをしている。

「かりんとうまんじゅう、持ってきてやったぞ。」

「…………」

　話しかけても（だれだっけ？）という顔でそっけない。

　でも、かりんとうまんじゅうをポケットから出すと……。

「にゃー！」

　現金なものである。

　催さい促そくするように、茶ちゃ黒ぐろいまんじゅうに前足を伸のばしてきた。

「おい、よく聞け黒くろ猫ねこ。」

　黒くろ猫ねこはかりんとうまんじゅうしか見ていないが、千切は構わず話し続ける。

「この世界には、才能ある人ヤ間ツとそうじゃない人ヤ間ツがいるんだ。」

　猫ねこに話してもわからないのは知っているが、鰐間兄弟よりは話が通じる気がする。

　自分には才能がある。

　才能をとことんまで発揮することが生きることそのもので、それは自分にとって、走ること、勝つことだ。

「おれはこの才能を証明するために生まれてきたんだ。だから、……って、いってー！」

　話しながらなでようとしたら、ガブリ！　と指にかみつかれた。

「いててて！　なんだよ、あげねーぞ！」

　千切が怒おこると、サーッとブロック塀べいの上を走って逃にげていった。

　離はなれたところで、千切の様子をうかがっている。

　さわるのは許さないけど、エサだけはほしいらしい。

「まったく……いいよ、ほら、かりんとうまんじゅうあげるからこっち来いよ。」

「にゃー。」

　かんりとうまんじゅうを見せると、スタスタと戻もどってきた。

「勝手なやつ……。」

　小さくちぎって、まんじゅうをあげようとする。

　だけど、手からはもらいたくないらしく、ヒュッと爪つめが飛んでくる。

「おっと。」

　さっと手を引く。

「ほら。」

　再びまんじゅうを差し出すと、また爪つめが飛んでくる。

　さっと手を引いて、猫ねこパンチが空から振ぶりする。

「ハハハ……何度も同じ手が通用すると思うなバーカ。」

　からかって繰くり返かえすと、とうとう黒くろ猫ねこがシャーッと怒おこった。

「そう怒おこんなよ。ほら、お食べ。」

　ブロック塀べいの上にかりんとうまんじゅうを置いてあげると、黒くろ猫ねこはがっついて食べ始めた。あんこをぺろぺろなめる様子はかわいい。

「……ったく。おれは世界一のストライカーになるんだからな。そんな人間からまんじゅうもらったって自じ慢まんできるぞ。じゃあ、またな！」

　それからは、部活が終わるとコンビニに寄ってかりんとうまんじゅうを買い、黒くろ猫ねこと会うのが日課になった。

　黒くろ猫ねこがいたら、かりんとうまんじゅうをあげる。いなければ自分で食べる。

　……そのわりには黒くろ猫ねこは、全然なつかないのだが。
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　そんな毎日が続き、やがて秋になり、県大会の予選が始まった。

　一年生ながら、千切はエースとして試合に出ずっぱりだった。

「クッソ……疾はえぇ！」

「止まんねぇ！」

「なんだコイツ!?」

　羅ら古こ捨すて実業は、いや千切は、もはや向かうところ敵なしだった。チームプレーではなく、ほとんど個人プレーだけで勝ち上がっていく。

　千切の圧あっ倒とう的てきなスピードがあれば、余計な作戦はいらない。

　縦パス一発で、フィールドの真ん中を切きり裂さき、相手ディフェンスを置き去りにすることができる。

　スペースへボールを蹴けり、シンプルにトップスピードで勝負だ。

「千切……ひとりだけ目立ちやがって……!!」

　鰐間兄弟がどんなに地じ団だん駄だを踏ふんでも、得点を叩たたき出だしてるのは千切だ。

　その活かつ躍やくが新聞のスポーツ面を飾かざる。

　……本大会ダークホース！　羅ら古こ捨すて実業　立役者　千切……

　……羅ら実じつ無敗　ハットトリック　千切豹馬……

　地元マスコミも、高校サッカーの新星をぴったりマークだ。

「このままいくと、全国でも注目の超ちょう速そく新人ですね。全国への意気ごみをひとことお願いします！」

　試合が終わると、テレビや新聞の記者に囲まれる。

「別に。てかもっとやれます。がんばります。」

　ハットトリックを決めたあとのインタビューでも、千切は相変わらずのひょうひょうとしたテンションで答える。

　もっとやれる。もっと走れる。

　県予選で立ち止まってるひまはない。

　自分が目指すのはその先の全国大会であり、さらにその先にあるＷ杯ワールドカップだ。

「きゃー千切くん！」

「天才の人だー！」

　ルックスもいいので、女子のファンもつく。

　まさに栄光と絶頂の日々。

　だが、どんなに騒さわがれても、千切が浮うかれることはなかった。

　やっかまれても、逆にもてはやされても、興味がなかったから。

　自分がサッカーをしているのは、チームや仲間のためでもないし、ましてやキャーキャー騒さわがれるためでもない。

　未来の自分は、「世界一のストライカー」になっている。

　本気でそう信じてる。だから走っている。

　そして、その未来は確実に近づいていた……はずだった。





[image: 挫折]

　鹿児島県大会予選準々決勝。

　試合はいつにもまして千切の独どく壇だん場じょうだった。

　ボールが来たら鰐間兄弟にもだれにも、パスなんて出さない。

　フィールドを一直線に走り、敵をブチ抜ぬいていく。

（さぁいくぞ！　全国！　そして優勝！　日本代表！　そして……Ｗ杯ワールドカップ！）

　地面を蹴けって、スピードにどんどん乗っていく。

　ひとり抜ぬくたびに、気持ちが昂たかぶっていく。

　──この俊あ足しでブチ抜ぬくことが、おれにだけ与あたえられた快感で。

　──おれは、世界一のストライカーになる才能を持った人間……。

　──千切豹馬だ！

　脳内にアドレナリンがバンバン出てきて、走る快感に身をまかせる。

　だれもついてこられない。

　千切の目の前にはゴールしかない。

　この景色がいちばん好きだ。

　最高に気持ちいい。

　シュートだ……と足を踏ふん張ばった瞬しゅん間かん。




　ブツン！




　固いゴムが切れるような音、右みぎ膝ひざに強きょう烈れつな痛みと違い和わ感かん。

　ズザーッ！

　急激に力が抜ぬけて転てん倒とうし、なにが起きたかわからない。

　ホイッスル、観客の悲鳴。審しん判ぱんやチームメイトが集まってくる。

　……右足が、ありえない方向に曲がっていた。

　異常が発生したことは、だれの目にも明らかだった。




　世界が、オセロのようにひっくり返った。

　すぐに病院に運ばれたが、診しん断だんは残ざん酷こくだった。

「診しん断だんの結果……右みぎ膝ひざ前ぜん十じゅう字じ靱じん帯たい断だん裂れつです。」

　膝ひざの前ぜん十じゅう字じ靱じん帯たいとは、太ももの骨とすねの骨をつないでいる、膝ひざの中にあるゴムのような部分だ。連日の試合による疲ひ労ろうと、限界を超こえる強い力がかかったことで、この靱じん帯たいが切れてしまったのだ。

「ただ今回はなんとかなりましたが……あなたの場合、特とく殊しゅな筋肉のつき方をしていますので、それゆえに高いスプリント能力があったとも言えるのですが、もし再さい断だん裂れつを起こすようなことになりますと……。」

　医者は少し言いよどんでから、続けた。

「サッカー選手として生きていくのは難しいと思われます。」

　目の前が真っ暗になった。

　選手として、致ち命めい的てきなケガ。

「まずは、歩けるようになりましょう。」

　医者がはげますように言い、母親がそばで涙をこらえながらうなずく。

　切れてしまった右みぎ膝ひざ前ぜん十じゅう字じ靱じん帯たいそのものは、手術で治すことができる。時間はかかるがほとんどの場合、日常生活が不自由なく送れるくらいまでは回復が可能だ。

　だが、極きょく端たんな負ふ荷かがかかるスポーツとなると、話はまったく別である。

　もう一度切れたら、選手生命はアウト。

　そうなれば……世界一のストライカーには、絶対になれない。




　手術と安静で何週間か、ベッドの上で過ごした。

　久しぶりに登校すると、世界がまったく変わってしまったことを痛感した。

　それまで千切をもてはやしてきたマスコミもファンも、潮が引くようにいなくなっていた。残ったのは右みぎ膝ひざの大きな手しゅ術じゅつ痕こんだけである。

　千切を欠いた羅ら古こ捨すて実業はあの試合で負けて全国にはいけず、サッカー部ではすでに新体制で練習が始まっていた。

　千切のワントップフォーメーションではなく、鰐間兄弟のツートップである。

　今の千切は走ることはおろか、歩くこともままならない。

　足には膝ひざを保護する装具ががっちり巻かれている。慣れない松まつ葉ば杖づえを突つき、よたよたと移動するしかない。部活はもちろん見学だ。

　少し前まで自分の居場所、自分の世界だったグラウンド。

　そのかたすみで、制服姿でみんなの練習を眺ながめる。

　そんな千切を見て大喜びしたのは、鰐間兄弟である。

「お？　久しぶりだな天才（笑）くん。なにしに来た？」

　ここぞとばかりにバカにする鰐間弟。

「くわっ♪」

　今までの鬱うっ憤ぷんを晴らすように、鰐間兄もごきげんだ。

　鰐間弟が楽しげに言う。

「才能のぶっ壊こわれた走れないおまえに、なんの価値がある？　才能があるかないか。……それだけのことだろ？　な、天才（笑）くん。」

　容よう赦しゃなく、千切の心をえぐってくる。

　だが、鰐間弟が言っていることは、かつての自分が言ったことだった。

　才能とはつまり千切の足で、文字通り、千切の足はぶっ壊こわれた。

　悔くやしい。

　だけど、なにも言い返せない。

　次の日から、部活に顔を出すのはやめた。

　このまま走れなければ、自分は「かつて天才だった人」で、なんの価値もない。

（……足さえ、治れば……。）

　それからは、長いリハビリ生活に入った。

　膝ひざ前ぜん十じゅう字じ靱じん帯たい断だん裂れつは、通常の状態に回復するまで術後八か月程度はかかると言われている。膝ひざを保護しながらの生活で筋力が落ちるため、スポーツの再開には過か酷こくな筋トレも必ひっ須すだ。

　縦じゅう横おう無む尽じんに駆かけ回まわっていた千切の毎日は、地味な筋トレの日々に変わった。

　だがどんなにつらくても、必死にがんばった。直線を切きり裂さくように駆かけ上あがったあの快感を、もう一度取とり戻もどしたいから。

　やがて、松まつ葉ば杖づえなしでも立てるようになり、歩けるようになった。

　少しずつ走れるようになり、筋力もじゅうぶんに回復した。




　やっと医者からの許可が出て、サッカー部に復帰したときには二年生になっていた。

　久しぶりのグラウンド、久しぶりのスパイクシューズ。

「みんな、千切が戻もどってきたぞ。リハビリよくがんばったな、千切。ゆっくりでいい。おまえのプレーを取とり戻もどそう。」

　監かん督とくはそう言ってくれた。

　戦せん々せん恐きょう々きょうとしているのは鰐間兄弟である。

　せっかくエースの座に復帰し、自分たちの時代が来たのに、また千切に奪うばわれてしまうかもしれない。

　だが、それは杞き憂ゆうだった。

　軽いフットワークから始まり、試合形式の練習へうつると、だれもが思った。

　ケガの影えい響きょうは、想像以上に深刻なのだと。

　千切のプレーは、以前の輝かがやきを完全に失っていた。

　爆ばく発はつするような加速はもうなかった。

　千切がボールを持つと、あっという間に鰐間兄弟に囲まれてしまう。

　以前のように、ブチ抜ぬけない。

「おいおいどーした天才（笑）くん？　それ全力か!?　自じ慢まんの快足はどーしたよ？」

　鰐間弟がすかさずバカにしてくる。

　足の遅おそい千切なんて、恐おそるるに足らずでなにも怖こわくない、とでもいうように。

（うるせえ。だまれ。）

　悔くやしい。

　悔くやしいけど、走れない。全力疾しっ走そうができない。

　膝ひざに重い鎖くさりが巻かれ、まるでロックされているように動かせない。

　傷は完全に治っている。

　医者の許可も出ている。

　それなのに、以前のようには走れなかった。

（クソ……クソ……クソ……。）

　久しぶりのサッカーは、リハビリより千切を打ちのめした。
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　翌日から、再び千切は部活にいかなくなった。

　学校が終わればまっすぐ帰宅する。

　退部届を出したわけではないが、やめたも同然だった。監かん督とくもチームメイトも、なにも言わなかった。

　いや、ふたりだけ執しつ拗ようにからんでくるやつらがいた。

「おーい、天才（笑）くん！」

　グラウンドを素す通どおりして帰ろうとする千切を目ざとく見つけたのは、またもや鰐間兄弟である。

「今日も部活来ねぇのか？　全力で走って、もっかいぶっ壊こわれるのが怖こわいか？」

　鰐間弟、粘ねん着ちゃく気質特有の鋭するどさで、嫌いやがるところを突ついてくる。

　鰐間兄もニタアッと笑顔全開だ。
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（クソ……！）

　どんなにバカにされても、今の千切はなにも言い返せない。

　かつて千切を取り囲んでいた女子生徒や、ちやほやしてきた級友たちも、みんなどこかへいってしまった。

　ひとりきり、帰り道をうつむいて歩く。

「にゃー。」

「あ……。」

　顔を上げると、いつの間にかあの空き家の前だった。

　黒くろ猫ねこに会うのはいつぶりだろう？

　初めて会ったときと同じように、玄げん関かん前まえにちょこんと座って、千切を呼んでいる。

「……ごめんな。今日はなにもエサ持ってねーや。」

　部活帰りにコンビニに寄ることがなくなったので、かりんとうまんじゅうを買うこともなくなった。

「にゃ。」

　じゃあ興味ない……とばかりに、プイッと横を向く。

「……ハハ。エサ持ってねーおれは用なしか。……ま、そーだわな。」

　わきにしゃがんでも、黒くろ猫ねこは横を向いたままだ。

「……おれ、ケガしてさ。ずっと部活休んでたんだ。」

　話しかけると、黒くろ猫ねこの耳がピクンと動いた。

「壊こわれた足は治ったんだ。すっげーリハビリがんばったし。でもさ。」

　その続きを言葉にするのは、つらかった。

「まだ一度も、本気で走ってないんだよ。」

　才能がすべてだと思って生きてきた。

　そのすべてが壊こわされそうになっている。

「足が壊こわれるのが怖こわいんじゃない。」

　鰐間弟の言ったことは、当たっているようでちがう。

「もう一度壊こわれちまったら、おれはサッカーができなくなってしまう。おれは、サッカーを奪うばわれてしまうのが……おれがおれじゃなくなってしまうのが、怖こわいんだ。」

　走れない自分に価値はない。

　それがわかっているからこそ、本気で走るのが怖こわい。

　その思いが、右足を鎖くさりでがんじがらめにしている。

「おれにとっては才能がすべてと思って、生きてきたから……。」

　だれにも言えなかった気持ちを、なぜか黒くろ猫ねこにだけは言えた。

　うつむいてまぶたを閉じると、涙がぽたりと地面に落ちる。

　いつの間にか、泣いていた。

「にゃー。」

　まぶたを開けると、黒くろ猫ねこの金の瞳ひとみと目が合った。

「にゃー。」

　それから、頭を千切の足にすりつけてくる。

「ハハ、なんだよおまえ……。エサなんかねーって。」

　そんなのわかってる、というように、もう一度「にゃー。」と鳴く。

　気高くて気ままな猫ねこの、気まぐれかもしれない。

　それでも、うれしい。

　黒くろ猫ねこの頭をそっとなでる。

　かみついてくることも、ひっかくこともない。黒くろ猫ねこは気持ちよさそうに身をくねらせ、目をつぶって千切のそばにいる。

「……おまえ、初めてさわったけどやわらかいのな。」

　ツヤツヤした毛並み、やわらかくて温かい背中。

　気持ちが落ち着いてくる。

　千切の気のすむまで、黒くろ猫ねこはだまってなでさせてくれた。
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　黒くろ猫ねこをなでていたら、すっかり遅おそくなってしまった。

「ただいまー。」

　家に帰ると、母親がホッとした顔で迎むかえてくれた。右みぎ膝ひざに爆ばく弾だんを抱かかえて苦しんでいる千切を、母親は常に心配している。

「おかえり、豹馬。……あのね。」

　ためらいがちに、白い封ふう筒とうを差し出す。

「……強化指定選手？」

　それは日本フットボール連合からの招待状だった。

（なんでおれに？）

　千切は去年の県予選以降、一度も試合に出ていない。

　それどころか、まともにサッカーをしていない。

　いったい、なにを基準に強化指定選手に選出されたのだろう？

　ケガのことは知っているのだろうか？

「むりしなくてもいいのよ。まだ心の準備ができてないなら。」

　招待状を握にぎりしめている千切に、母親が声をかける。サッカーをすることで、これ以上つらい思いをしてほしくはなかった。

　……母親の言葉通り、心の準備なんてできていない。

　でも、黒くろ猫ねこのおかげだろうか。

「いや……いくよ、おれ。」

　あきらめるなら、いいチャンスだ。

　それくらい、吹ふっ切きれた想おもいがわいてくる。




　いよいよ出発の日。鹿児島から東京へのひとり旅だ。

　肩まで伸のびた赤い髪かみが、朝の風になびく。

　部活にいかなくなって以来、髪かみは一度も切っていなかった。

　少しだけ早めに出て、あの空き家へ向かう。

　会えるかどうかわからなかったが、黒くろ猫ねこはいた。

　今日はブロック塀べいの上で、ゆったりと黒いしっぽをゆらしている。

「よう。」

　声をかけたが、あの日のようには寄ってきてくれない。

　でも、これくらいの距きょ離り感かんがちょうどいい。

「おれ、しばらくいなくなるから。久しぶりに……サッカーするんだ。まだ……戦う理由は見つかっていないけど、ここでいかなきゃ後こう悔かいする気がしてさ。」

　黒くろ猫ねこは興味なげに、しっぽをゆらしている。

「夢をあきらめる理由を探しにいくって言ったら……がっかりするか？」

　返事のかわりに、大あくびで返してきた。

「……ハハ……どっちでもいいか。」

　あんなに気持ちよかったサッカーができなくなるのが、世界一のストライカーになるという夢を完全に失ってしまうのが、怖こわい。怖こわくてたまらない。

　やっと、この気持ちと向き合えるようになった。

　東京にいっても、前と同じようにはプレーできないだろう。

　それでも、逃にげたら後こう悔かいする。

　あきらめるためにも、前に進まないといけない。

「おい、こっち見ろよ。」

　昨日、買っておいたかりんとうまんじゅうを取り出す。

　それを見て、サッと起き上がる黒くろ猫ねこ。

「……やっぱ、これがないおれに、価値なんてないか……。」

　黒くろ猫ねこが首を伸のばして、ちらりと千切を見る。

　パクッ。

「あれ……。」

　ひっかかれると思ったのに、初めて、黒くろ猫ねこが自分の手から直接エサを食べた。
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　そのままかりんとうまんじゅうをくわえて、ピョンッとトタン屋根へと飛び乗る。

「ハハ……。」

　認めてもらえたようで、うれしい。

「……まだ怖こわいけど、もう一回、本気でサッカーやってみるよ！」

　声をかけたけど、屋根の上の黒くろ猫ねこはすでにかりんとうまんじゅうに夢中で、やっぱりそっけない。

「じゃあ、またな。」

　千切は軽く手をふると、前を向いて歩き出した。

　胸の奥おくに、かすかな熱が生まれるのを感じる。

　黒くろ猫ねこが、その背中を目を細めて見送った。

　それから、小さくひとつ鳴いた。




「にゃー。」

（がんばれよ、未来のストライカー。）
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　千切の家に日本フットボール連合からの手紙が届く、少し前。

〝青い監獄ブルーロック〟のモニタールームでは、絵え心ご甚じん八ぱちと帝てい襟えりアンリが、招集する三百人の選考を行っていた。

　いくつものディスプレイで壁かべは埋うめ尽つくされ、そこに選手の試合映像が流れる。ピックアップは絵心の独断と偏へん見けん、データ管理はアンリの仕事だ。

「えーと、次の選手の試合映像は、見てもムダかもしれません。実は……。」

「いいから見せなよ、アンリちゃん。」

　カップ麺めんをすすりながら、絵心が言う。

「今年のデータはないんです。試合に出ておらず、去年の大会の県予選しかありません。それも、試合の途と中ちゅうで……。」

「早く。」

　……相変わらず人の話を聞いてない。

　アンリはしかたなく、次の選手……千切豹馬の昨年度県大会予選の試合映像を流した。

　開始早々から、千切の一人ひとり舞ぶ台たいだった。

　とにかく速い。

　そしてエゴい。

　ボールを持ったらだれにもパスを出さず、一気にゴールまで加速する。

　自分が主役、ほかは全員脇わき役やく。

　エゴ丸出しなわがままプレースタイルは、今まで見たどの選手よりも〝青い監獄ブルーロック〟にふさわしいように思えた。

　だが……。

　群がるディフェンスを次々と抜ぬき去さり、シュートを決めようとした瞬しゅん間かん。

　千切が転てん倒とうし、試合が中断する。

　右みぎ膝ひざの異常……おそらく右みぎ膝ひざ前ぜん十じゅう字じの損傷だろう。

　そのままタンカで運ばれていくところで、アンリは映像を止めた。

「あーあ、やっちゃったねぇ。」

　絵心がチュルッと麺めんをすする。

「はい……くわしいことはわかりませんが、このあとは一いっ切さい、練習試合にすら出ていません。リハビリ期間は終わっていると思うので……つまり……。」

　致ち命めい的てきなケガだった、ということだ。

「心の問題だな。」

「え……。」

「どれだけケアしていても、肉体は壊こわれるときは壊こわれる。でも心はちがう。自分でトドメを刺ささなきゃいけない瞬しゅん間かんがある。」

「スポーツ心理学ですか？」

「いや。おれの持論。」

「なんですかそれ。」

「アンリちゃん、コイツ招集しといて。」

「え……!?」

　人の話聞いてた？　とアンリは目をむく。

「勝つか負けるか、生きるか死ぬか……極限状態でしか、エゴは育たないんだよ、アンリちゃん。こいつが〝青い監獄ブルーロック〟に来るなら、それを受け入れるってことだ。」

「でも……。」

　生きるか、死ぬか。

　もし、その死線を乗のり越こえられなかったら？

　おそらく、この子は……千切豹馬は、一生サッカーができない体になるだろう。

　いや、もしかしたらスポーツそのものをあきらめなければいけなくなるかもしれない。

（でも……そのことはきっと、本人がいちばんわかっている。もしも〝青い監獄ブルーロック〟に来るなら、その覚かく悟ごがあるということ……。）

「まあ、コイツに〝熱〟がまだ残っていればな。」

　冷たく笑う絵心のとなりで、アンリは「招しょう聘へい」にチェックを入れた。
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「お呼びでございますか、玲レ王オ坊ぼっちゃま。」

　長い髪かみを頭の上でふたつのお団子に結ゆいあげ、黒い執しつ事じ服ふくを着た老女。

　顔には深いしわが刻まれ、眼光は異様に鋭するどく、特とく徴ちょう的てきなカギ鼻が目を引く。

　身長は二メートル弱。

　中世ヨーロッパだったら確実に魔ま女じょ狩がりにあっていそうな風ふう貌ぼうだが、黒いジャケットの上からでもわかる筋肉が、簡単には殺やられないと主張している。

「ばぁや。この計画プランをスタートさせたい。」

　カギ鼻の老女に、紫むらさき髪がみの少年……御み影かげ玲王は白い書類を手て渡わたした。

　切れ長の目が、しわの中で静かに開かれる。

「……かしこまりました、坊ぼっちゃま。」

　ぴったり三十度の角度で頭を下げると、音も立てずに部屋から出ていった。

　レオを坊ぼっちゃまと呼ぶこの老女は、レオ専任の執しつ事じ、バトラーである。

　彼かの女じょはレオが生まれたときからの世話係であり、レオの意思を尊重し、レオのいかなる要求にも応えるのが務めだ。

　に、してもだ。

　これは少々手こずるかもしれない。

（……ふむ。坊ぼっちゃまも大人になったというわけですかね……。）

　レオが手て渡わたした書類には「御レオ影・ワレールオドカＷッ杯プ優・勝プ計ラ画ン」と書かれていた。

「……ともあれ、執しつ事じの務めを果たしましょう。」

　口の端はしを上げてニィッと笑うその顔は……どこからどう見てもやっぱり魔ま女じょだった。
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　総資産七千五十八億、御影コーポレーション御おん曹ぞう司し、御影レオ。

　彼かれの人生は、退たい屈くつに満ちていた。

　大都会のど真ん中、自社ビルタワマンの最上階。

　日本で最も高い土地で、〝高級〟〝一流〟なモノにだけ囲まれて育った。

　父は温和で気さくで、強く傲ごう慢まんな男だった。

「レオ、おまえはおれを超こえるために生まれてきた。この世のすべてはおまえのためにあると思え。」

　母はやさしく上品で愛情深く、そして欲深かった。

「もうパパったらまたその話ですか？　レオにはレオの人生があるのよ。ねぇ？　なにが欲ほしい？　いやなことはママになんでも言うのよ。」

　望むものはすべて手に入った。

　だが、高額なおもちゃ、入手困難なゲーム機、超ちょう人にん気きゲームソフト、マンガ、スマホ、ドローン、なにを買ってもらっても、レオの心は満たされることはなかった。

「飽あきた。つまんない。」

　結局はそう思ってしまう。

　モノだけじゃない。だれもが欲ほしがるものを、レオは最初からすべて持っていた。

　まず、顔面がずば抜ぬけて整っていた。意志の強さを感じさせる大きな瞳ひとみに、細いあご。王子様チックなイケメンで、スラリと背が高い。

　聡そう明めいで、成績は学年トップ。そのうえ株式投資や世界経済にも明るい。

　運動神経も抜ばつ群ぐんで、バスケ、サッカー、テニス、野球、なにをやらせても人並み外れてうまい。

　何不自由なく育てられたが甘あまったれの世間知らずではなく、明るい性格でコミュ力も高いクラスの人気者だ。

　もちろんモテまくりで、群がる女子に笑顔で応じる日々。

　しかし笑顔の裏では、「退たい屈くつ」が成長とともに大きくなっていった。

　親から買かい与あたえられるモノには飽あき飽あきした。

　簡単に手に入るモノは、つまらない。

　すべてに恵めぐまれていても、欲ほしいモノだけが見つからない。

　容よう姿し端たん麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき、スポーツ万ばん能のう、そして実家が日本一太くても、退たい屈くつを解消することはできなかった。

（おれだけの、唯ゆい一いつ無む二にの宝物が欲ほしい。）

　そう思うようになり始めた、高一の夏。

　レオは出で逢あった。

　テレビから流れるサッカーＷ杯ワールドカップの映像。

　初めて心が動いた。

　これは、親がどんな権力と金を使ったって、絶対に用意できないモノ。

　……世界が熱ねっ狂きょうする勝利と栄光の、唯ゆい一いつ無む二にの金きん杯ぱい。

　メジャースポーツならひと通りこなしてきたレオだが、初めてＷ杯ワールドカップ決勝戦を見たときは鳥とり肌はだが立った。

　喜びを爆ばく発はつさせる選手、興奮と歓かん喜きに総立ちの観客。

　画面の向こうから、熱中と夢中という、退たい屈くつと相反する激情の嵐あらしが伝わってきた。

（これだ……！）

　生まれて初めて自分が見つけたモノ、それが金きん杯ぱい。Ｗ杯ワールドカップだ。

（これを、おれだけの宝物にしたい！）




　だが、両親に「サッカーで頂点を目指したい。」と打ち明けた日。

　レオは初めて、親の本音を知ることになる。

「ダメだ。あきらめなさい。」

　父は温和な表情を崩くずさず、しかし有う無むを言わさぬ口調で言った。

「なんで？　欲ほしいモノはすべて手に入れろって……教えてくれたの父さんじゃん！」

　やっと、見つかったのに。

「おまえはおれの後こう継けい者しゃだ。それにサッカー選手なんて選ばれた人間しかなれない。今から始めるおまえがなれるわけがない。」

　父が正論で論破してくる。

「そうよレオ。一流の大学へいって、一流のビジネスマンになりなさい。」

　母がやさしく、レオのそばによりそう。

「おまえのためを想おもって言っている。」

　だから親の言いなりになれと、ふたりの目は言っていた。

　両親は知らないのだ。

　自分が欲ほしいモノ以外を与あたえられると、渇かつ望ぼうはよりひどくなるということを。

「はい……。」

　レオはこの日、静かに、生まれて初めての殺意を嚙かみ殺ころした。

（この人たちが与あたえてくれたのは、おれが欲ほしいモノじゃない……。）

　両親の反対は、余計にレオの想おもいを燃えさせた。




（あの金きん杯ぱいを、絶対に自分の力で手に入れてやる！）

　さっそく、Ｗ杯ワールドカップ優勝に向けてプランを練った。

　生まれついての帝てい王おうであるレオは、ふんわりした思考回路は持ち合わせていない。

　親に反対されて夢をあきらめるほどヤワじゃないし、親に反はん抗こうして荒あれ狂くるうほど感情的でもない。

　合理的でポジティブ。

　目標ゴールを達成させるための最短ルートを考える。

（逆算すると、Ｗ杯ワールドカップ優勝のためには日本代表に選ばれなきゃダメなんだよな。ってことは、プロとして活かつ躍やくするのが絶対条件で……。）

　プロになるにはアンダーカテゴリーの日本代表に選ばれるくらいの注目度が必要で、そのためには全国高校サッカー選手権で優勝するのがいちばんの近道だ。

　つまり、まずは自分の高校のサッカー部を、全国大会で優勝させればいい。

（全国大会出場……いや、優勝の実績を作って、絶対に両親あいつらに認めさせてやる。……さらにその大前提として、おれ自身の実力だ。文句のつけようがないくらい、サッカーがうまくなればいい。）

　そのためには、どうすればいいか？

　パソコンに向かって、カタカタとキーボードを打つ。

　できあがったのは、「御レオ影・ワレールオドカＷッ杯プ優・勝プ計ラ画ン」。

　すぐにばぁやを呼び出すと、一分後にレオの部屋へと現れた。

「お呼びでございますか、レオ坊ぼっちゃま。」

「ばぁや。この計画プランをスタートさせたい。」




　翌朝。

「おはようございます、坊ぼっちゃま。」

　広々としたダイニングルームでひとり朝食をとっているところに、ばぁやがやってきた。左手を胸に当て、ゆるやかに頭を下げる。

「まだ全員ではございませんが、『御レオ影・ワレールオドカＷッ杯プ優・勝プ計ラ画ン』……〝チームＲ〟のメンバーでございます。」

　ダイニングルームに、老ろう若にゃく男なん女にょがぞろぞろと入ってくる。

　タンクトップのマッチョ。

　ナース服の美女と聴ちょう診しん器きを下げた医者。

　サッカーの代表ウェアを着たおっさん。

　法ほう衣えを着たお坊ぼうさん。





[image: ]





　髪かみをぴっちりアップにした白衣の女性が、つかつかと前に進み出る。レオのサラダとヨーグルト、パンというホテルメイドの朝食をのぞきこんだ。

「ずいぶん質素な食事ですね。糖質とタンパク質がまったく足りていません。アスリートの筋肉に必要なのは良質なタンパク質、そしてベストパフォーマンスの源は炭水化物！　すぐに作り直させましょう！」

　バタバタと出ていく。

　そのうしろ姿を見送りながら、ばぁやが笑みを浮うかべる。

「彼かの女じょはアスリート管理栄養士協会から引ひき抜ぬいた、サッカー栄養学の第一人者。坊ぼっちゃまの食事を完全管理いたします。」

　そう。昨日、レオがばぁやにのぞんだもの。

　それは一流のプロサッカー選手がやっていることを、丸ごとパクること。

　食事、フィジカル、健康管理、テクニック、メンタル、戦術。

　一流になりたければ、一流がやっていることをマネすればいい。

　そのために、その道のプロをゴリゴリに引ひき抜ぬかせた。

　タンクトップマッチョは、Ｊリーグのトップフィジカルコーチ。

　美女ナースと医者は、元オリンピックサッカー日本代表のチームドクター。レオの健康管理全ぜん般ぱんを担当する。

　サッカー技術を指導するのは、コーチングの資格を持つ元日本代表だ。

　お坊ぼうさんは最高位の禅ぜん寺でらの住職で、スポーツ心理学と禅ぜんを融ゆう合ごうさせたアスリートメンタルトレーナー。

　さらにオンラインでサッカー戦術を教えてくれるのは、元イタリア代表の名めい監かん督とく、ミスター戦術と言われたバスティコ氏。

　なんとばぁや、高校生の家庭教師にイタリアサッカー伝説の指導者を召しょう喚かんした。

　なにもかもケタ外れである。

「ありがとう、ばぁや！」

「ホッホッホ……執しつ事じとして当然の務めでございますよ。」

　たった一晩でこれだけの人材を御影家に集結させたのだから、Ａｍａｚｏｎアマゾンより早い。

（費用に一億ほどかかりましたが、レオ坊ぼっちゃまの教育費でじゅうぶんまかなえるので問題ありませんね……。さて、あとは坊ぼっちゃま次し第だい……。）




　こうして、レオは夢への第一歩を踏ふみ出だした。
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　チームＲ、さっそく始動である。

　まずは、レオのフィジカルチェック。

　スポーツジムも経営する御影コーポレーションの最新ハイテク設備をフル活用し、身体能力を計測する。

「すばらしい……！　わたしが指導したユースの選手と比べても遜そん色しょくない！」

　タンクトップマッチョ、専属トレーナーの筋すじ田た力ちからが、その数値を見て舌を巻いた。

　筋力ストレングスこそ控ひかえめな数値だったものの、スピード、持久力、敏捷性アジリティ、ジャンプ力はすでにユースチーム平均値に達していた。

　だがレオは（だっせーおれ。）と大いに不満だった。

　すべてにおいて無む双そうしてきたレオにとって、平均というのはありえない。

「要は、サッカー選手としては人並みってことだろ？　おれはすぐにでもトップレベルになりたいんだ。最速で結果が出るようにしてくれ。」

「……！」

　のちに筋田は、スポーツ新聞の取材でレオについてこう語っている。

「わたしはプロとして、レオくんが要求するプラン……最速で彼かれの筋肉をサッカー選手に最適なものへと作り変えるトレーニングを指導しました。そりゃもう、ドＭのアスリートでも音を上げるくらいハードな内容でしたよ。それを淡たん々たんとこなすんだから、たいしたものです。彼かれは才能にも環かん境きょうにも恵めぐまれていますが、なにより努力家なんですよ。あと、かなりの負まけず嫌ぎらいでしたね。それと、めちゃくちゃ生意気。」




　そしてサッカーの基き礎そ練れん習しゅう。

　指導するのは元日本代表、カリスマサッカーコーチの木き曽そ大だい地ち。

　木曽は、レオがサッカー初心者と聞いてまずリフティングを教えたが、ひととおり一発でできたので度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　サッカーはボールを蹴るキック、止めるトラップ、運ぶドリブルという動作が基本となる。レオは最初からボールコントロールが抜ばつ群ぐんにうまかった。

　パスもうまいしシュートもうまい、そのうえ視野は広くて駆かけ引ひきも上手。

　なによりのみこみが早くて、スポンジのごとく吸収していく。

　のちに木曽はサッカー情報ウェブサイトの取材に、こう語っている。

「ぼくが教えたのは最初の数か月間だけだけど、とにかくレオくんは器用だったよね。サッカーの能力をフィジカル、テクニック、スピード、パワー、戦術タクティクスのパラメータで表すとしたら、彼かれは正五角形。すべてにおいて満点に近かった。テレビで〝青い監獄11傑ブルーロック・イレブン〟のベンチメンバーに選ばれたのを見たときも、当然だと思ったよ。彼かれのコーチができたことは、ぼくの誇ほこりだね。でも、鼻につくくらい生意気！」




　さらにはプロとして世界に出たときにそなえ、英語、スペイン語、ドイツ語の勉強も始めた。

「Buenos días, Reo.（おはよう、レオ！）」

「Buenos días, prof.（おはようございます、先生。）」

　登校のためリムジンに乗りこむと、スペイン語の先生がすでにシートに腰こし掛かけている。

「Obtuviste 100% en la prueba. ¡Estupendo!（昨日の小テスト、フルスコアだ。さすがだね！）」

「Gracias.（ありがとうございます。）」

　昼休みには、スマホでオンライン英会話。

　帰りのリムジンには、サッカーオタクのドイツ語講師が同乗する。

　放課後は筋トレ、練習、バスティコ氏のサッカー戦術講義と、分刻みのスケジュール。

　食事は牛ヒレのステーキ（グラム三千円）、フレッシュなフルーツ、どんぶり飯。

　寝ねる前には座ざ禅ぜんで心を落ち着かせる。

　そんなこんなでレオの二十四時間はすべてサッカーに費ついやされ、「御レオ影・ワレールオドカＷッ杯プ優・勝プ計ラ画ン」は順調に進んでいった。

　サッカー漬づけの毎日で、普ふ通つうの親なら「いつ勉強しているの？」と心配になるところだが、成績も問題なし。レオは授業を聞くだけで教科書の内容を理解できてしまうので、テストの順位は今まで通り最上位をキープ。

　レオ、なにからなにまでスーパー高校生級である。




　早々にサッカーの基き礎そを習得したレオは、次のフェーズへとうつっていく。

「坊ぼっちゃま。例のものがご用意できました。」

「そうか、けっこう時間かかったな。」

　ばぁやの運転するリムジンで向かったのは、御影コーポレーションのバーチャル技術研究所「御影ＶＲラボ」の施し設せつ。

　足に専用コントローラーを装着し、バーチャル空間でシュート……というのは今までのシミュレーションサッカーゲームでもできる。

　御影ＶＲラボは、さらにその先のリアル・バーチャル・サッカーゲームを開発中で、ばぁやの交こう渉しょう力りょくでレオに全面協力することになった。

　試作品第一号を、超ちょう特とっ急きゅうで完成させたのである。

「お待ちしておりました、レオ様！」

　高校生といえども次期社長だ。所長と開発スタッフがずらりと並び、頭を下げて御おん曹ぞう司しをお出で迎むかえする。

「所長の黒くろ金がねでございます。我々が開発しておりますのは、バーチャルゲームエリアでバーチャルプレーヤーと対戦できる、スーパーリアル次世代アクションゲームでございまして……。」

　黒くろ縁ぶちメガネの所長がぺこぺこしながら解説を始める。

「あー、説明はいいからさ、さっさと始めてよ。時間のムダ。」

「は、はい！」

　レオのモットーはタイム・イズ・マネーである。

　案内されたのは、まるで小さな体育館のようなＶＲ体験ルーム。

　さっそく特とく殊しゅスパイクと特とく殊しゅスーツに着き替がえ、ゴーグル装着でゲームエリアに立つ。

　ブゥン、と部屋が一いっ瞬しゅんにしてフィールドに変わり、足元にボールが現れる。

　視界の先にはゴールネットも。

「おお！　すげえ！」

　めっちゃリアル。

　しかも、バーチャルのボールを足でさわると、ちゃんと感覚がある。

「本物そっくりじゃん！　マジか！」

　さすがのレオもびっくりである。

　連日の徹てつ夜やで目の下に真っ黒いクマを作った開発スタッフたちも、その反応はちょっとうれしい。

　所長が誇ほこらしげに解説する。

「スパイクの内部には無数のセンサーがついており、ボールと反応して電気信号を送り、本物と酷こく似じした感覚を可能にしました。さらにバーチャルプレーヤーと接せっ触しょくするとスーツから電流が流れて筋肉に負ふ荷かをかけるしくみでして、最さい先せん端たん技術を駆く使しした……。」

「だから時間のムダ。すぐ始めるぞ。」

　技術者の説明は長いのでいらない。

「わ、わかりました。ではごらんください、我々が開発した究極のバーチャルフットボーラー……『コクリツくん』です！」

　ブオン！

　バーチャル空間の人じん工こう芝しばの上に、青いウェアを着た「コクリツくん」が現れる。

　顔のデザインは間に合わなかったらしく「へのへのもへじ」になっているが、体格はムキッとしていて強そうだ。

　仁に王おう立だちで、「来いよ。」とでも言うように、レオにむかってちょいちょいと指を曲げてくる。

「コクリツくんは、全国高校サッカー選手権大会の歴代優勝チームの選手データをもとに、理想的なプレーを再現します。それでは、まずは星ひとつモードを……。」

　レオのゴーグルの画面に、★☆☆☆☆と現れる。

　難易度は星の数で表され、最大★五までのレベルがあるらしい。

「星ひとつは、シンプルなワンオンワン対戦モード。レオ様が攻こう撃げき、コクリツくんが守備となります。それではさっそくまいりましょう。」

　所長がゲームコントローラーのスイッチを押おす。

　ＳＴＡＲＴスタート!!

　レオがドリブルを始めると、コクリツくんが即そく座ざにボールを奪うばいに来た。

　その動きをフェイントでかわして、シュート。

　バシン！

　レオの蹴けったボールが、あっという間にゴールネットに刺ささる。

　ＧＯＡＬゴール!!

　てってててってって～！　とファンファーレが鳴る。

　ネットのゆれもリアルで、なかなかに気持ちいい。

　……と、その様子を見ていた所長と開発スタッフたちが、愕がく然ぜんとする。

「わ、我々のコクリツくんが……！」

「負けた……？」

　いくらゲーム用とはいえ、コクリツくんのデータは優勝校のそれ。

　まさかこうもあっさりクリアされるとは、予想だにしていなかった。

「どーせボンボンの気まぐれでしょー？」

「ちょうどいいから、試作品のテストプレーヤーをしてもらおう。」

「ふっ、我々が開発したコクリツくんに四苦八苦するデータでもいただこうか！」

　自信満々だったのに瞬しゅん殺さつされ、開発者のプライドはずたずたである。

（なるほど……おれのサッカーが、全国レベルの高校生を相手にどこまで通用するかがわかるってわけだ。）

　レオがゴーグルを外して、黒金所長に指示を出す。

「とりあえず星二つモードからやるぞ。これじゃ練習になんねぇ。」

　レオはそう言って、小生意気にほほ笑んだ。
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　そして高二の春。

「御レオ影・ワレールオドカＷッ杯プ優・勝プ計ラ画ン」は、また次の段階に進もうとしていた。

　リアル・バーチャル・サッカーゲームで、とうとう難易度★★★★★の最高レベルに到とう達たつしたのである。

　これをクリアできれば、全国レベルの高校生とじゅうぶんに渡わたり合あえる実力ということになる。

　だが星五つモードは、コクリツくんが五人に増える。星四つまでは順調だったレオでも、そうそう簡単にはクリアさせてもらえなかった。

　紫むらさき色いろの髪かみを、キュッとうしろでしばる。

（今日こそはクリアして、修業期間終わらせねーと。）

　もたもたしていると全国大会地区予選に間に合わない。

　そう思ってチャレンジするが、やはりゴールまでは厳しかった。

　ひとり、ふたりは抜ぬける。

　だが、残り三人のディフェンスがきつすぎる。

（こんなとこで止まってるわけにはいかねーんだよ……！　おれは両親の、あの人たちのおもちゃじゃない。金で簡単に手に入るようなモノで満足するような人間じゃないってことを、証明するんだ……！）

　強ごう引いんに抜ぬこうとするが、がっつり囲まれるとやりようがない。

　三つ並んだへのへのもへじの顔が、余計にムカつく。

「マジうぜぇ！」

　ズサーッ。

　むりやりドリブルで運ぼうとしたが、完全に読まれていてボールがカットされる。

　こぼれたボールは、敵に取られてしまった。

　ＬＯＯＯＯＯＳＥ負け！！！

　ファンファンファ～ン♪

　気の抜ぬけるような音楽が鳴って、ゲームオーバーになる。

「くそぉ！」

　あごから汗あせがしたたり落ちる。

　ゴーグルを外すと、ｔｏｔａｌトータル999と表示されていた。

　すでにこのモードを、九百九十九回プレーしていた。

「坊ぼっちゃま。このあとバスティコ氏の講義がございますので、続きは明日にされてはいかがでしょうか？」

　ばぁやが声をかけるが、レオはどうにもおさまらない。

「いや、絶対にクリアしてやる！」

　闘とう志しむきだしのレオに、ばぁやがおだやかに言った。

「……冷静でなければ勝てるものも勝てません。坊ぼっちゃまは頭ず脳のう明めい晰せき。まずは冷静に分ぶん析せきされては？」

（……分ぶん析せき……か。）

　ばぁやが用意してくれたスポーツドリンクを飲みながら、考える。

（今までの九百九十九回から、ディフェンダーの動きを分ぶん析せきするんだ。たかが高校生レベル。クリアできなきゃ、Ｗ杯ワールドカップなんて夢のまた夢だぞ。）

　スポドリを飲み干し、もう一度集中力を高める。

（そういえば昨日見た動画……。）

　サッカーオタクのドイツ語講師が、「これサイコーにクールだから見て。」と、見せてくれた動画。

　四人の敵に囲まれながらも、シュートを決めていたのは……。

（たしか……ノエル・ノアだ。）

　抜ぬくのでもかわすのでもなく、ディフェンスの壁かべから針の穴を通すようにゴールを決めた。まるで狙撃手スナイパーのようなシュート。

（あれをコピーすればいけるんじゃね？）

　頭の中で動画を再生すると、ノエル・ノアのスーパープレーが明確にイメージできた。

　いける。今度は絶対に決める。

「……よし。これでラストだ。」

　ゴーグルを装着すると、足元にボールが出現する。

　千回目のチャレンジ。

　ＳＴＡＲＴスタート!!

　ボールを蹴けり出だすと、前方にコクリツくんが現れる。

　ボールを狙ねらって、スライディングでつっこんできた。

　同時にふたりめのコクリツくんが、背後からボールを奪だっ取しゅに来る。

（その挟はさみ撃うちパターンはすでに分ぶん析せき済ずみ……っと。）

　ハイスピードから瞬しゅん間かん的てきにキュッと止まって、タックルをスルー。

　そこを狙ねらうように、うしろからボールをつつきに足が伸のびてくる。

（読んでるっつーの。）

　レオ、伸のびてきた足の下にボールを通すと、ディフェンダーを避よけるように半回転して抜ぬき去さる。

　緩かん急きゅうのつけかたも、股また抜ぬきのテクも、ドリブルは文句なしの一級品だ。

（……で、こっからだ。来いよコクリツくん！）

　ブオン！

　前方に次々とコクリツくんが出現。

　三人がかりのプレスで、シュートコースをつぶしに来ている。

　完全にムリゲー。

　実はこの星五つモード、レオは知らなかったが、今のレオの実力では絶対にクリアできない裏設定にされていた。

　コクリツくんを次々とレオに撃げき破はされた所長と開発スタッフが、こっそり最高難易度にプログラミングしていたのである。

（ふふふ……。我々ラボのスタッフがプライドをかけて開発した「サカプロくん」を、攻こう略りゃくできるものなら攻こう略りゃくしてみるがいい！）

　所長の黒くろ縁ぶちメガネがキラリと光る。

　そう、ラストのバーチャルフットボーラー三人は、Ｊリーガーのデータから作った「サカプロくん」。

　スピードや反応速度がプロ級の、レオを倒たおすために作り上げられた最強の刺し客かくである。

　いわば、プログラマーの意地とレオのポテンシャルの対決だ。

　サカプロくんたちが、一気に前に出てくる。

　レオは冷静にその動きを見る。

　ノエル・ノアが、シュートコースを見み極きわめたように。

（チャンスは一瞬……そこだろ！）

　バシュッ！

　ディフェンダーのわずかなすき間を、レオのシュートがブチ抜ぬいた。
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　ボールはキーパーの手の先をかすめて、ゴールに吸いこまれる。

　ＧＯＯＯＯＯＡＬゴール！！！！

「っしゃおら！　これでオールクリア！　ポンコツＶＲ攻略！」

　プログラマー[image: ]バーサスレオ、千回目のチャレンジでレオの勝利となった。

「……おめでとうございます、坊ぼっちゃま。」

「帰るぞばぁや！　うぇーい！」

　ばぁやが差し出したタオルでゴキゲンに汗あせをふくと、タイム・イズ・マネーとばかりにレオはさっさと帰かえり支じ度たくを始める。

　その横では、所長とスタッフたちが「うおおお！　我々のサカプロくんが負けたあああ！」と泣なき叫さけんでいた。

　ちなみにこのリアル・バーチャル・サッカーゲーム、のちのち簡易版が「ＭＩＫＡＧＥサッカー・バーチャル・スタジアム」としてゲーセンに登場し、大ヒット。

　その完成記念記者発表会で、黒金所長はレオについてこう語っている。

「ええ。たしかに試作品一号のテストプレーヤーは、御影レオ選手です。彼かれの存在がなければ、このクオリティを短期間で達成することはできなかったでしょう……。ただ、彼かれのプレーはあまり参考にはなりませんでしたね。シュート決定率がとにかく高すぎて。あれにはまいりました。あと、彼かれは最後までクソ生意気でした。」
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　こうして修業期間が終しゅう了りょうした。

　レオの身体能力は、すべてにおいてユース年代選手の平均を大きく上回った。

　サッカー技術もコーチの折り紙付き。

　頭の中にはミスター戦術・バスティコ氏が惜おしげもなく教えてくれた、ありとあらゆる戦術が詰つめこまれている。

（よし！　これで次のステップへと進める！）

　満を持して、サッカー部へと向かう。

　だが、部室のドアをノックする前に、レオは衝しょう撃げきを受けた。

「マジか……。」

　グラウンドで当のサッカー部が練習していたのだが……。

（レベル低すぎじゃね？）

　白はく宝ほう高校は進学校なので、ある程度予想はしていたものの、ここまでとは思わなかった。

　サカプロくんを撃げき破はしたレオには、ヘタクソにしか見えない。

　というか意識が低すぎる。

「練習終わったらラーメン食いにいこうぜー！」

「うぃーす！」

「ラーメンのあとカラオケいこうぜー！」

「いぇーい！」

　そんな掛かけ声ごえがあるか。

　だらだら練習している部員たちに、監かん督とくは「午後七時以降のカラオケは校則で禁止だからダメだぞー。」と𠮟しかっている。

　いやそういうことじゃないだろ。

　これは……全国大会出場なんて絶対にむりだ。

「う～ん……。」

　だが、ここでやらなければ、欲ほしいモノは手に入らない。

　結局、その日はサッカー部の門を叩たたくことなく、帰宅した。

（どうしよ……。）

　ひとり悩なやんでいると、追い打ちをかけるように、父に呼び出された。

「……レオです。」

　書しょ斎さいに入ると、巨きょ大だいなデスクに座っていた父親がゆっくりと立ち上がる。

「いろいろがんばっているようだな。」

　相変わらずの温和な表情だが、目は全然笑っていない。

　秘ひ密みつ裏りで進めてきた「御レオ影・ワレールオドカＷッ杯プ優・勝プ計ラ画ン」だが、御影ＶＲラボの経費が異常にはね上がったために、そこからバレたらしい。

　レオ専用サッカー練習場の整備に一億ほどかかったのもまずかったか。

「サッカーはあきらめろ。」

　トータル三億おく超ごえの出費については特になにも言われなかったが、レオの夢はひとことで否定された。

「人の可能性というのは生まれつき決まっているんだ。働きアリは空を飛べないし、ハトは速く走れない。遺伝子レベルで人生のレールは敷しかれている。」

　東京の夜景をバックに、父は続ける。

「おまえはライオンの息子なんだ。約束された将来がある。ライオンに生まれたのに、おまえはサーカスで見せ物になりたいと言ってるのと一緒だ。王者は王者らしく、サバンナを統すべる牙きばを使え。」

　王者へのレールを踏ふみ外はずすな。

　父はおだやかな表情で、だが強きょう烈れつな圧をかけてくる。

　半年前の自分なら、そのレールを退たい屈くつに感じながらも、歩いていたのかもしれない。

　父のあとを継ついでビジネスマンになり、二代目若社長としてキラキラした人生を受け入れていたのかもしれない。

　だが、今はちがう。

　反はん抗こう心しんがむくむくと芽め生ばえ、怒いかりで体が熱くなる。

　父の次の言葉が、さらにレオを燃え立たせた。

「サッカー選手なんて、儲もうかって百億くらいだろ？　会社経営ならもっと稼かせげる。」

　世界のサッカー選手の年ねん俸ぽうは最高でも百五十億超ごえ、日本国内ならトップクラスは一億を超こえるくらい。

　数百億、数千億単位の金を動かす父にとっては、取るに足らない金額なのだろう。

（……父さんはなにもわかってない。おれは金のためにサッカーをやってるわけじゃない。おれは、おれ自身で見つけたモノ、生まれて初めて欲ほしいと思ったあのＷ杯ワールドカップのためにサッカーをやってるんだ。ビジネスだけで世界が回ってるんじゃない。感情や心や、夢。今おれを突つき動うごかしているのは、そーゆー非合理的なモノなんだ。）

　だが、それを伝えたところで父を説得できるワケないのはわかっている。

　すべてはＷ杯ワールドカップ優勝が前提であり、達成できなかったら絵に描かいた餅もちで終わってしまう。

　スタートラインにも立てずに挫ざ折せつしかけているレオに、父に返す言葉は出てこなかった。

「……はい。」

　イラ立ちを抑おさえて、納なっ得とくしたフリをする。

（おれは……非力だ。）

　反論すらできなかった。

　夢のためにこの数か月間、必死にがんばってきたつもりだ。

　なのに、このまま終わるのか？

（……いや、まだだ。あきらめてたまるか。）

　部屋に戻もどると、すぐにばぁやを呼び出した。

「お呼びでございますか、坊ぼっちゃま。」

　ジャスト一分でレオの部屋に現れる。

「ばぁや。ここに書いてあるものを、なる早で準備して欲ほしい。」

　メモを受け取ったばぁやの目が鋭するどく光る。

「……かしこまりました、坊ぼっちゃま。ただ、お父様にはこれ以上資金を出すなと言われております。」

「だいじょうぶだ。株の一部を解約する。だいぶ利益が出てるはずだ。」

「承知いたしました。」

　レオ、個人資産も相当な額を持っていた。

（やってやる。この牙きばが折れるまで。）

　レオの情熱はまだ、消えない。
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　翌日。

「入るぞ！」

　バーン！

　今度こそ白はく宝ほう高校サッカー部の門をくぐる。

「あ……っ！　御おん曹ぞう司し!?」

「なんでここに!?」

　学校でいちばん目立つ生徒、知らない人間はいない御おん曹ぞう司し・御影レオの登場に驚おどろくサッカー部の面々。

「おまえら！　アイドルに会いたいやつはいるか!?」

「!?」

　まずは部員の意識改革だ。

　そのためには、特大のにんじんをぶら下げる必要がある。

「アイドル……？」

「そりゃ会いたいっす！」

　男子高校生が好きなもの。それは女の子。

「おれの言うことを聞けば、いくらでも会わしてやる！」

「ま、マジっすか……!?」

「もちろん！　このおれに不可能はない！」

　御影コーポレーションのコネを使えば、今をときめくアイドルグループだろうが女優だろうが声優だろうが、会わせることなんてたやすい。

「その代わり、全国出場が至上命題だ！　試合に勝つ！　全国大会に出る！　それが条件だ！　レベルアップに必要なものはすべておれが用意する！　ついてくるかおまえら!?」

「はい！」

「いくいくぅ！」

　男子高校生の目の色が変わった。

　だが、部員全員がノリノリなわけじゃない。

「いや、ぼくは別に……アイドルとかキョーミないんで。」

　かわいい女の子に関心がない男子高校生も、たまには存在する。

「オケ！　じゃあ高級焼き肉食べ放題はどうだ？」

「!?」

　女の子は苦手でも、肉に心が動かない男子高校生はいない。

「おれんちのシェフにレアに焼かせた石いし垣がき牛ぎゅうのイチボステーキを、たらふく食べさせてやろう！　サーロインでもシャトーブリアンでもなんでもたのめ！　おれが来たからには、欲ほしいものはなんでも言え！」

　ちなみにイチボは牛のしっぽのあたりにある希少部位で、サシと赤身のバランスが最高。レオの大好物だ。

「いいか！　今日からサッカー部のキャプテンはおれだ！　今までみたいに地区予選のベスト８で満足してるようじゃダメだ！　目指すは全国大会だ！」

「オオーッ!!」

　アイドルと高級焼き肉で、部員の士気が上がる上がる。

　バンッ！

　盛り上がっているところに、部室のドアが突然開いた。

「坊ぼっちゃま。ご注文の品がご用意できました。」

　現れたのは、執しつ事じ服ふくのばぁや。

　控ひかえめに頭を下げているのに身長一八五センチのレオより大きく、ただものではない感がハンパない。異様な迫はく力りょくに、部員たちが息をのむ。

「ご苦労！　全部ここに持ってきてくれ！」

「かしこまりました。」

　ドンッッ。

　ばぁや、段ボール箱と紙袋を大量に部室に運びこんだ。

　昨夜、レオがばぁやにたのんだもの。

「新しいボールとユニフォームでございます。」

「すげえ！」

　ピカピカのボールと新品ユニフォームに、さらにテンションが上がる部員たち。

「ウオオオオ！」

「やってやんよぉぉ！」

　御おん曹ぞう司しパワーをいかんなく発揮して、白はく宝ほう高校サッカー部員のモチベーションを限界まで上げた。

　さすがライオンの遺伝子である。

　チームはレオを中心に一いっ致ち団だん結けつ、白はく宝ほう高校サッカー部は生まれ変わった。

　レオが戦術指導し、御影ＶＲラボのリアル・バーチャル・サッカーゲームもフル活用して特訓。

　疲ひ労ろうは御影家特注のスーパー酸素カプセルで超ちょう回かい復ふく。

　チームのムードは一変し、レベルはぐんぐん上がる。

　……とはいえ。

　持てるすべてを使っても、このサッカー部を全国大会出場レベルに引き上げるのは、至難の業わざだった。

　レオの頭脳だからこそ、わかる。

（このままじゃダメだ。）

　にんじんをぶら下げて走らせても、ロバがサラブレッドに勝つことはできない。このメンバーでは、限界がある。

　サッカーは十一人でやるスポーツ。

　いくらレオがずば抜ぬけて優ゆう秀しゅうでも、さすがにひとりじゃ勝てる気はしない。




「キャプテンレオ！　おつかれさまでーっす！」

「おつかれさまっす！」

　ズラッと並んだチームメイトに見送られ、今日の練習を終える。

「ああ！　明日もよろしくな！」

　ばぁやの待つリムジンに乗りこむ。

　すでに語学は目標のレベルまで達し、サッカーオタクのドイツ語講師は同乗していない。今は、おもに対戦チームのデータや試合動画を研究、分析している。

　だが、今日はどうにもやる気がしない。

「……お飲み物をご用意しておりますよ。」

　レオの顔で察したばぁやが、アイスクーラーから出したノンアルスパークリングワインを、バカラのシャンパングラスにトクトクと注いでくれる。

　リムジンが静かに発車した。

　シャンパングラスを傾かたむけながら、ため息をつく。
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　やれることはやった。

　打てる手はすべて打った。

　それでもなお、全国大会へのルートは見えてこなかった。

（どうすればいい？　これ以上、おれになにができる？）

　このままあきらめたくはない。

　だが、いくら考えても、このチームで勝てる気がしない。

「御レオ影・ワレールオドカＷッ杯プ優・勝プ計ラ画ン」は、完全に行いき詰づまった。

「ばぁや。おれのやり方、間ま違ちがってたのかな……。」

　ここでつまずいたら、ばぁやが集めてくれた奇き跡せきのチームＲも、二十四時間サッカー漬づけの努力も、すべてむだになってしまう。あと三億おく円えん超ごえの経費と売った株も。

　だが、レオが悲観モードに入っても、ばぁやはいつも通りのプロフェッショナルな態度を崩くずさない。

「何度も申し上げますが、坊ぼっちゃまは頭ず脳のう明めい晰せき。まずは悲観せず、冷静に現状を分ぶん析せきしましょう。」

　車は加速して前の車を追おい越こすが、グラスの液体は少しもゆれない。

「分ぶん析せき……。」

　泡あわを見つめながら、レオは考える。

　バスティコ氏は言った。

「日本は和の国。チームワークを大切にする、組織的で連れん携けい重視のサッカーだ。我わがイタリアリーグも狡こう猾かつで戦術的なフットボールを好む。だが、より戦術的テクニカルでより新しい戦術システムは、個の力によって生み出される……結局、勝利に必要なのは圧あっ倒とう的てきな天才だよ。戦術システムは天才ありきだ。」

　天才ありき。

　一流のサッカーノウハウが詰つめこまれたレオの頭脳が導き出した答えは……。

（おれと同じ能力を持つやつが、ＤＦディフェンダー・ＭＦミッドフィルダー・ＦＷフォワードで三人いれば、いける。）

　十一人全員が天才である必要はない。

　使える天才が三人いれば、全国大会出場も、いや優勝だって可能だ。

（……あきらめてたまるかよ。）
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　翌日から、レオは毎日、天才を探しに学校を駆かけずり回まわった。

　陸上、バスケ、野球、バレー、テニス。

　卓たっ球きゅう、フェンシング、バドミントン、相撲すもう。

　運動部はすべて回ったが、レオのお眼鏡にかなうレベルの人間はいなかった。

　足の速いやつ、運動神経のいいやつはテキトーに引ひき抜ぬいといたが、天才と思える人間はゼロ。

（そこそこできるくらいじゃダメなんだ……おれが欲ほしいのは、天才だ。）

　時間だけが過ぎていく、無力感。

　念のため、今日は昼休みに屋上で練習しているけん玉同好会も見てみることにした。

「すっげーおもしれえ！　もっかい見せて！」

　世界一周、月面着陸、宇宙遊泳。ハイレベルなけん玉技わざを見せてもらい、めちゃくちゃ楽しかったが、ちょっとちがった。

　肩を落として、階段を下りる。

（どーしよう……あきらめたくない……。）

　親から与あたえられたモノで満足する人生で、終わりたくない。

　自分の人生は自分で切り開く。

　だけど、それがこんなにも大変なことだとは。

　……あきらめろ。……

　父の声が聞こえてくる。

　……おまえはライオンの息子なんだ。約束された将来がある。ライオンに生まれたのに、おまえはサーカスで見せ物になりたいと言ってるのと一緒だ。……

　自分は両親の言いなりになるしかないのか？

（うるせぇ！　Ｗ杯ワールドカップはおれの存在を証明する夢なんだ。おれは、おれだけの宝物が欲ほしいんだ！）

　弱気な思いをかき消すように、己おのれを奮い立たせる。

　おれが三人いたら、絶対に勝てるのに。

　パス、ドリブル、トラップ、シュート。

　バーチャルの世界で、理想的なプレーはすべて見てきた。

　頭の中にあるし、それをマネできるだけの能力も身につけた。

　あとふたり。いや、せめてあとひとり。

「あーもー、クソぉ！」

　どこかにいないかな、天才。

　ガン！

　考えごとをしながら階段を下りていたため、なんか蹴けってしまい、びっくりする。

「あ。ゴメン……。」

　階段に、だれかが座っていた。

（やば。）

　スマホでゲームをしていたらしく、蹴けった勢いで、そいつの手からスマホが飛び出した。階段下へと落ちていく。

（ま、弁べん償しょうすればいいか。昼休みにぼっちでゲームをしてるってことは、ゲーオタだよな。運動要素ゼロ……。）

　……と思ったと同時に、ゲーオタも階段から落ちた。

「え。」

　一いっ瞬しゅんあせったが、落ちたのではなかった。

　スマホを追って、そいつは飛んだ。

　ジャンプする背中で、思ったよりずっと背の高いやつだとわかる。

　そして……。

　クンッ。

　床ゆかに落ちる寸前のスマホを、足の先で受け止めた。

（うま！　ナイストラップ！）

　スマホがつま先で、バランスを取ってピタリと止まる。

　今見た光景が信じられない。

　ノーモーションで、一気に階段下までジャンプする尋じん常じょうじゃないバネと体幹。

　その姿勢から、薄うすっぺらいスマホをジャンピングトラップする超ちょう絶ぜつ技ぎ巧こう。

　それは、レオの理想とするトラップだった。

　いや、理想よりはるかに鮮あざやかでクール！

「お。セーフ。まだ生きてる。」

　超ちょう絶ぜつ技ぎ巧こうを披ひ露ろうしたにもかかわらず、そいつは平然とゲームの続きをやり始めた。

「ちょちょ……すげえなおまえ！　サッカー部!?」

　転げ落ちる勢いで、レオも階段を下りる。

「あー死んだ。」

　いやゲームはどうでもいいから。

「てか何者!?　おれとサッカーやんね？」

　やっと見つけた。

　……コイツは天才だ。

「あ。お金持ちの息子の人だ。お金ちょーだい。」

「え？」

　見上げた顔は、レオの興奮とは真逆の、無感情な冷めた表情。

　半分死んでるのかと思うくらい、覇は気きがない。

「サッカーなんかやんないし。スポーツもやったことない。一生ダラダラしてたいんだよね、おれ。」

（なんだコイツ!?　サッカーど素人しろうと……!?）

　びっくりしすぎて感情がゆれまくっているレオに、「お金ちょーだい。」と手を出してくる。言えばくれると思っているらしい。変人か。

「いやいやさっきのトラップとその体格！　絶対才能あるよおまえ！　おれとサッカーやろう!!　がんばりゃプロも夢じゃないって！」

　だが、天才はしら～っとしたまま、表情ひとつ変えない。

　そしてつまんなそうに言った。

「がんばんなきゃダメなんて、サッカーってめんどくさいね。めんどくさいの嫌きらい。働きたくなーい。」

　プイッとそっぽを向いて、またゲームを始める。

（才能あんのに、自覚ないのかコイツ……!?）

　温度差に啞あ然ぜんとする。

　……あきらめなさい。サッカー選手なんて選ばれた人間しかなれない。……

　父親の言葉を思い出す。

（いるじゃんここに……。選ばれた人間……。）

　熱中と夢中の激情の嵐あらしを、コイツとなら体感できるかもしれない。

　いや絶対にできる。

　そう思った瞬しゅん間かん、イメージが覚かく醒せいした。

　おれのスーパーパスに反応するコイツのスーパートラップ。

　そこからおれへのパス。シュート。いや、もっとだ。

　いくらでも思おもい描えがける。勝てる。届く。

　コイツが欲ほしい……！

「おもしろい！　おまえはそのままでいい！」

　強ごう引いんに肩を組む。

　じゃっかん引いてるみたいだけど、構うもんか。

　こんなに胸が躍おどることなんて、今まで一度もなかった。

「サッカーやろうぜ！」




　レオが見つけた宝物……凪なぎ誠せい士し郎ろう。

　彼かれは本物の天才だった。

　ふたりは白はく宝ほう高校のダブルエース〝化け物コンビ〟として、地区予選を勝ち上がっていく。

　その活かつ躍やくが〝青い監獄ブルーロック〟に届くまで、あと少し。




　……もう二度と、退たい屈くつな日々には戻もどれない。
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　凛りんは、アイスが好きだ。

　だから冴さえは、お小こ遣づかいで買える安い棒アイスを、いつも駄だ菓が子し屋やで凛に買ってあげる。

　いや、逆に冴が買ってくれるなら、アイスでもチョコでも、凛はなんでも好きだったかもしれない。

　兄、糸いと師し冴、十三歳さい。

　弟、糸師凛、十一歳さい。

　練習試合の帰り道。

　夕焼けの海を眺ながめながら、堤てい防ぼうにふたり座って、今日も棒アイス。

「凛、おまえさ。なに考えてサッカーしてる？」

　凛は今日の試合、二ゴールを決めた。

　ちなみに冴はハットトリックで三点。やっぱり兄ちゃんはすごい。

「？　別になんも。ゴールのことだけって感じかな。ヤバいほうに走ってりゃ兄ちゃんがパス出してくれるし。」

「……ヤバいほうってなんだよ。」

　食べ終わった棒を口でもてあそびながら、冴が聞く。

「んー。敵がパニクって、壊れるほう。」

　壊こわれるほう。

　冴は、弟の言葉を心の中に静かに刻みこむ。

「直感にたよりすぎなんだよ、おまえは。」

「でも兄ちゃんがパス出してくれるからいいじゃん。ほかのやつらじゃ物足りないよ、おれ。」

　だからなにも考えず、衝しょう動どうのままに動いてオーケー。

「……おれがいなくなったらどうすんだおまえ。」

「わかんないけど。代わりのやつ探すよ。」

　凛、しれっと言ってみる。

「そんなやついるかよ。おれをだれだと思ってんだコラ。」

　冴がふざけて、凛を蹴ける。

「いでっ。はいはいわかったよ、〝世界一の糸師冴〟さま。」

　ふたりの顔は、夕焼けを浴びて赤い。

　海がどんどん色を変えていくのがおもしろくて、眺ながめていて飽あきない。

　でも、こんな時間も今日で最後だ。

「凛……。」

　明日から、冴と凛は別れ別れになる。

　だから、いつもの棒アイスも、いつもの悪ふざけも、今日でおしまい。

「おれは明日からスペインにいく。世界一のクラブ『レ・アール』の下部組織でサッカーする。」

「知ってるよ……なんだよ改まって。兄ちゃんは〝世界一のストライカー〟になるんだから当たり前じゃん。」

　糸師兄弟が所属する鎌かま倉くらユナイテッド・ユースは、日本クラブユース選手権（Ｕアンダー‐15）で優勝した。

　中学一年生ながらエースとして出場し、優勝の立て役者となったのが冴。

　その将来性を高く評価され、ついに『レ・アール』から声をかけられたのだ。

　冴が『レ・アール』に入団すると決まると、マスコミは大おお騒さわぎだった。

　……日本の至宝　世界最さい高こう峰ほうへ　糸師冴の挑ちょう戦せん……

　……天才・糸師冴　レ・アール入団！　伝説の始まり……

　至宝とか天才とか伝説とか、兄ちゃんはとにかくすごい。

「先にいくだけだ。おまえも来い。おれがいないあいだ、あきらめんなよ。」

　冴の言葉に、凛は力強くうなずく。

「うん。とりあえず日本一になって、兄ちゃんみたくスカウトされるのが目標！」

「ああ。そんで世界だ。冴・凛おれたちふたりで世界一になるぞ。」

　冴の言葉が、とてもうれしい。

　パンッと、ふたりの手が重なった。

「んじゃ帰るか。」

「うん！」

　冴が立ち上がり、凛があとを追う。

（……兄ちゃんはどんどん先へいって、おれを置いていく。……兄ちゃんがいなくなったら、おれどうやって戦えばいいんだろう。）

　本当はちょっと不安だ。

　少しずつ暗くなっていくオレンジの海を見ながら、凛はクラブチームのジュニアユースカテゴリでの試合をふと思い出す。

　冴とのコンビネーションで敵を切きり裂さいて、ゴール前でタイミングばっちりなラストパスをもらった。迷わず打うち抜ぬく。

　凛のシュートは、放物線を描えがいてゴールに吸いこまれていく。

　すっごい気持ちよかった。

「……今のコース甘あまいぞ、凛。」

　でも兄ちゃんは厳しい。

「マジ？　兄ちゃん。次、気をつける。」

「もうワンテンポ速く……いけるか？」

「おう。やってみる。」

　またコンビネーションで敵を翻ほん弄ろうし、鋭するどいラストパスからの強きょう烈れつなシュート。

　バシィッ！

「うっしゃ！」

　今度は完かん璧ぺき。

　冴と凛、向かうところ敵なしだ。

（……兄ちゃんとやるサッカーは楽しい。兄ちゃんといれば、おれは無敵になれる。おれは兄ちゃんと世界一になるんだ。）

　だから、さびしくても我が慢まんしなきゃ。

　凛は、真一文字に口を固く結んだ。




　翌日。

　空港で、スペインに旅立つ冴を見送った。

「いってらっしゃい冴！」

「体にだけは気をつけろよ。」

　母と父が手をふる。

「兄ちゃん。いってらっしゃい！」

　空港ロビーに響ひびき渡わたる凛の声に、冴がふり返った。

　口元には笑みが浮うかんでいる。

　弟の凛だけに見せる、冴のほほ笑み。

「いってきます。〝世界一のストライカー〟になるために。」

　兄の言葉を、凛はかけらも疑わなかった。

（やっぱり兄ちゃんはかっこいい。次に逢あうときは、おれも世界で戦える人間になっていたい。いつか……あの背中に追いつくんだ！）

　冴が見み据すえているのは世界。

　だったら、自分も冴と同じように、チームのエースになって、ユースの全国大会で優勝する。

　兄の背中を見ながら、凛は決意を固めた。
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　凛ひとりのサッカー生活が始まった。

（兄ちゃんに追いつく！　おれも日本一になる！）

　冴がいなくなったあとの部屋は、少し広く感じた。

　天才少年の名をほしいままにしていた糸師冴。

　昨日までふたりの場所だったこの部屋には、冴が獲かく得とくしたたくさんの賞状やトロフィーが飾かざられていて、見るだけで誇ほこらしい気分になる。

　いちばんのお気に入りの写真は、ジュニアの大会で優勝したときのやつ。

　凛が小学三年生で、冴が五年生。

　冴はチームの真ん中で、勝ってトーゼンみたいなつまんなそうな顔をしている。

　となりで凛が優勝トロフィーを高く掲かかげているのは、エースの冴が持つはずだった優勝トロフィーを凛に持たせてくれたからだ。

（きっと兄ちゃんもスペインでがんばってる。だからおれも、朝練がんばる！）

　この日から凛は、だれよりも早く、朝のグラウンドで練習することにした。

　学校の授業中も、サッカーの本を読んだり、冴の活かつ躍やくの記事を読んだり、サッカーのことばかり考えている。

　だからテストの点数は悪いけど、そんなの気にならない。

　それに、世界で活かつ躍やくするために英語だけはちゃんとやっているから、ほかの成績が悪くたって、凛的にはなんの問題もない。

　学校が終わったら、毎日クラブチームの練習へいく。

「おばちゃーん。アイスちょうだい。」

　途と中ちゅう、いつもの駄だ菓が子し屋やで棒アイスを食べるのが日課だ。

「はいはい、どーぞ。そういえば最近、お兄ちゃんはどうしたの？　全然見ないけど。サッカーやめちゃったの？」

　棒アイスは、今は自分のお小こ遣づかいで買っている。

「んなワケねーし。兄ちゃんは世界一になったらまたアイス買いに来るよ。」

「……？」

　駄だ菓が子し屋やのおばちゃん、サッカーのことはよく知らなかった。

　それからチームで練習して、練習が終わったら毎日必ず最後のひとりになるまで自主練した。

　だれもいなくなった練習場で、ひたすらサッカーボールを蹴ける。

　バシィッ！

　狙ねらったポイントにシュートを打つ。打つ。打つ。

（……まだコース甘あまいか……。）

　納なっ得とくするまで打つ。

　帰宅してからも、冴のトロフィーの前で筋トレとストレッチ。

　キツいけど、筋肉は裏切らないし、ストレッチはケガ予防にも大切だし。

　終わったら、ホラー映画を観みてから寝ねる。

　これが毎日のルーティン。
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　なぜか冴がいなくなってから、ホラー系ばかり観みてしまう。

　映画も動画もゲームも、ゾクゾクして怖こわいのがいい。夜中にひとりでホラーゲームをやるのはなかなかスリリングだけど。

　こんな感じに、凛のストイックな日々が過ぎていった。

（おれは……強くなる。目標は兄ちゃんだ。）

　だけど、努力しても努力しても、現実は思った通りには進まなかった。

　凛は、早々に壁かべにぶつかってしまった。

（なんか変だな……。）

　なぜか、今までのようにシュートが決まらない。

　試合や実戦形式の練習になると、どうにもチームメイトとのコンビネーションがうまくいかないのだ。

「どうした？　調子が悪いのか？」

「ちゃんと全体見てプレーしてくれよ～。」

　監かん督とくに心配され、チームメイトに注意され。

　がんばればがんばるほど、空回りしているような気がする。

　悶もん々もんとしながら、今日もクラブの練習へと向かう。

「おばちゃーん。アイスちょうだい。」

「はいはーい。」

　駄だ菓が子し屋やで棒アイスを食べる。

　シャクシャク食べていると、棒に「はずれ」が出てきた。

「よーし。」

「おや、当たりが出たのかい？」

　ガッツポーズをすると、駄だ菓が子し屋やのおばちゃんが声をかけてきた。

「ううん。はずれ。」

「はずれなのにうれしいの？　変わった子だねえ。」

　おばちゃんが首をひねる。

「いいんだよ。おれは運を使いたくねぇの。」

　はずれで喜ぶのは、ずっと昔、冴が「こんなんで運を使うやつは、世界一にはなれねー。」と言ったからだ。

　今思うと弟の凛が当たりだったのに、自分がはずれを引いたかっこ悪さをごまかしていたのかも。冴は負まけず嫌ぎらいだし。

　それでも、験げん担かつぎじゃないけど、はずれが出ると凛はちょっとうれしい。

　ちなみに当たりが出ても、二本目は食べない。そのままゴミ箱にポイして証しょう拠こ隠いん滅めつする。冴がそうしていたから。

　こんな風に、凛は冴のマネばかりしている。

　なのに、追いついていける気がしないのは、なんでだろう。

　もちろん、努力したから必ず勝てるわけじゃないのは、わかっている。

　そうだとしても、ここまでストイックに努力しているのに、なんの結果も得られないのはつらかった。

　冴と同じ練習をしてきたし、なんなら体格は凛のほうがいいのに。

　なのに、ゴールが奪うばえない。

　試合で勝てない。

（……でもやる。おれは兄ちゃんみたいになるんだ。）

　アイスを食べ終わり、凛はまた練習に向かった。
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　冴がいなくなって半年が経たつころ。

　やっと、うまくいかない理由がわかってきた。

　凛の頭の中にあるプレーのイメージを、監かん督とくも、ほかのチームメイトも、ちっともわかっていないのだ。

（兄ちゃんならここでパスを出してくれんのになぁ……。）

　今日の練習でも、何度もそう思った。

　ゴール前で「ここだ！」というポジションに飛び出したけど、チームメイトは「え？」「そこ？」みたいな顔をする。

　なんなら監かん督とくに「凛！　なにやってんだ！　ちゃんとボールを見ろ！」と怒おこられる。

（今ならダイレクトで決められるのに……！）

　パスをもらったとしても、タイミングが一歩も二歩も遅おそい。

　ずっと冴とコンビプレーをしていたから意識しなかったが、凛のイメージを共有できるのは、天才の冴だからこそ。

　ハイレベルなクラブチームであっても、凛の動きに対応できるチームメイトはいなかった。だから、どうしても凛だけが浮ういてしまう。

　冴との会話を思い出す。

「……おれがいなくなったらどうすんだおまえ。」

「わかんないけど。代わりのやつ探すよ。」

　あのときはなんにも考えずに言ったけど、今ならわかる。

　冴の代わりはいない。だから、冴からのラストパスがなくなったとたん、凛はゴールを奪うばえなくなったのだ。

（どうすればいいんだろ……。）

　練習帰り。海沿いの道を歩きながら、ため息をつく。

　冴とよく棒アイスを食べた堤てい防ぼうに差しかかり、ひとり、腰こしを下ろす。

　だいぶ早くなった日暮れが、すでに空を紺こん色いろに染めようとしている。

　単調な波の音に、さびしさとせつなさがこみあげてくる。

（あー、兄ちゃんがいればなあ……。いくらでもゴールできんのに……。）

　糸師兄弟、向かうところ敵なしだったのに。

　冴がいなくなって、ここまで自分のプレーができなくなるとは思わなかった。

　練習してシュート精度をいくら高くしても、試合で得点できなければ意味がない。

　点を取れないストライカーなんて、ストライカーじゃない。

（そういえば、初めてのゴールも兄ちゃんからのパスだったっけ……。）

　ずっと昔、冴の試合に連れていってもらったことを思い出す。

　凛はまだ小さくて、怪かい獣じゅうとヒーローのおもちゃで戦いごっこばかりしていたけど、冴はすでに「八歳さいの天才サッカー少年」として有名になっていた。

　フィールドでは冴が大だい活かつ躍やくしていた。

「止めろ！　なんだコイツぅ!?」

「全員でかかれ！」

　冴よりもずっと体の大きい敵の選手たちが、冴のドリブルを止めようとする。

　そこをババッと抜ぬいて、ドガッとシュートを決める。

　敵が「やられたぁ！」となって、味方が「すげーよ冴！」となる。

　超ちょうかっこいい。

　何度か冴の試合を見ているうちに、凛はサッカーの、いや冴のプレーのとりこになっていった。

　あの日。凛はまたフィールドわきで怪かい獣じゅうとヒーローのおもちゃを両手に持って遊びながら試合が終わるのを待っていたが、いつの間にか冴のプレーに釘くぎ付づけになっていた。

　敵チーム総出で冴を止めようとしているけど止められなくて、キリキリマイって感じだった。

（おれも……あんな風になれるかな……。）

　兄ちゃんみたいに、強くかっこよくなりたい。

　そう思ったのをはっきり覚えている。

　試合後半、ふたりがかりでマークされている冴が、華か麗れいなドリブルでサイドに抜ぬけ出だす。そこからゴール前の味方に、高い高いパスを出した。みごとなサイド攻こう撃げき。

「ゴール前！　飛びこめ！」

　監かん督とくが叫さけぶ。

「届かね……。」

「むりっすコーチ……！」

　だけど味方は全然ついていけなくて、冴の出したボールをただ見送るしかない。

　だれもいないスペースに、落ちる直前。

　そのボールが……。

　パスッ。

　ゴールに入った。

　蹴けったのは、凛だった。

　あれが、人生で初めてのゴール。

（……入った。）

　なにがなんだかわからないけど、気がついたらフィールドに飛びこんでいて、ダイレクトシュートを決めていた。

　突然、ちっちゃい子どもが試合に乱入してきてボールを蹴けったので、選手たちは騒そう然ぜんとなる。

「おい、なんだこのチンチクリン!?」

「クソチビ！　勝手に入ってきてんじゃねーよー！」

　試合中にフィールドに入ってはいけないことは、凛もわかっていた。

　けど、勝手に体が反応してしまったのだ。兄ちゃんのパスに。

　その兄ちゃんが、怖こわーい顔で、凛のところにやってきた。

「ごめん……。兄ちゃんおれ……。」

　ヤバい。試合の邪じゃ魔まをしたから、怒おこられる。

　そう思ったけど……。

「すごいぞ凛。」

「ふぇ。」

　怖こわーい顔のまま、わしわしと頭をなでてくれた。

「おれとサッカーしろ。おまえなら、おれの次にすごくなれる。」

　わしわし。

「……うん。」

　超ちょうかっこいい兄ちゃんにほめられて、うれしかった。

　その日から、冴と凛の夢は決まった。

　冴が世界一のストライカーで、凛は世界で二番目のストライカー。

　そしてＷ杯ワールドカップで優勝する。

　冴はその夢に向かって、すでに大きな一歩を歩み出している。

（なのにおれは……。）

　足あし踏ぶみどころか後退している気がする。

　……おれがいないあいだ、あきらめんなよ。……

　ふと、冴の声が聞こえた気がした。

「あきらめるわけないじゃん。」

　遠く海の向こうにいる冴に、言ってみる。

　でも、どうすればいいんだろう？

　まだ十一歳さいの凛にはわからない。

　夜の海を眺ながめながら、凛はまたひとつ、大きなため息をついた。
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　冴がスペインへ旅立って二年目。

　朝練も自主練も筋トレも欠かさず、凛はまじめにがんばり続けている。

　日々のルーティンは変わらず、寝ねる前のホラー映画もすっかり習慣になっている。

　最近は、スプラッターものばかり観みるようになった。

　電動ノコギリやどでかい斧おのを持った殺さつ人じん鬼きが出てきて、血が飛び散りまくるやつ。

　逃にげても逃にげても殺さつ人じん鬼きが追ってきて、捕つかまったら最後、バラバラにされるやつ。

　心臓はドキドキしているが、顔には出ないタイプなので、無表情で惨ざん殺さつシーンを観みている凛のほうがよっぽどホラーっぽい。

　このころ、凛に大きな転機がやってきていた。

　中学一年生で、クラブチームユースで中心選手に抜ばっ擢てきされたのである。

　実力からすれば、当然だといえた。才能とたゆまぬ努力で、すでに凛は規格外の能力を身につけていたから。

　だが、絶対的なエースだった冴とちがい、ストライカーとしての評価は比べ物にならないほど、低かった。

「冴に次ぐ逸いつ材ざい」と言われていたのは最初だけ。

　弟のくせに期待はずれで決定力が雲うん泥でいの差さだと、今では言われている。

「あーあ、全然勝てねえな。」

「くっそ、やってらんねーよ。」

　その日の練習試合も、攻こう撃げきがちぐはぐなまま、一‐一の引き分けで終わった。

　試合が終わったあとのロッカールームは、雰ふん囲い気き最悪だ。

　トップレベルのクラブチームだったのが、柱であった冴がいなくなってからというもの、どんどんレベルが下がってきている。

　今日の相手も、以前なら圧勝していたチームだ。

（今のおれたちは、とても日本一を目指せるようなレベルじゃない。）

　なんとかしなければと、顔には出ていないが、凛だって内心あせっている。

「あーあ、冴がいたら勝てたのに。」

　だれかが口にした。

　このひとことをきっかけに、チームの不満が、無口なエース、凛に向けられる。

「弟は、兄貴がいなきゃただの凡ぼん人じんだな。」

「今までが恵めぐまれてただけだろ。兄貴はひとりでチームを勝たせられたけどなあ。」

　聞こえよがしの陰かげ口ぐち。

「……おい。」

　凛が静かにキレた。

　じゃあおれの思うようなパスをくれ、と怒ど鳴なりたいのは凛のほうだ。

　今日の試合だって、凛のイメージの中では、得点につながるチャンスが何度もあった。

　だが、そのイメージ通りにならないのは、だれのせいだ。

　とりあえず一発殴なぐってやろうかと、こぶしを握にぎりしめる。先せん輩ぱいだからって関係ない。

　凛の殺気に、チームメイトがビビってあとずさる。

「な、なんだよ……本当のことだろ！」

「おまえが冴みたいに点を取れないから、勝てねーんだろっ。」

　ぐっと言葉につまってしまう。

　こいつらが言っていることは、悔くやしいけれど、当たっている。

　冴のパスがないと、自分は思うようなプレーができない。

　そして、チームが勝てないのはエースである凛の責任が大きいのも事実だ。

「おまえひとりじゃ、ゴールを奪うばえないくせに！」

　だまってしまった凛に、容よう赦しゃない言葉が浴びせられる。

（クソが……。）

　言い返せないまま、凛はロッカールームをあとにした。




　イライラしてしかたなかったが、日々のルーティンは欠かさない。

　帰宅したら筋トレしてストレッチして、ホラー映画。

　そして今夜もスプラッター。電動ノコギリを持った殺さつ人じん鬼きがしつこく追ってきて、逃にげきれたとホッとした瞬しゅん間かんにうしろからバーン！

（……おおお……ヤベー。）

　殺さつ人じん鬼きがキャンプに来た若者たちをギッタギタに切り刻むシーンを見ているうちに、少しずつ冷静になってくる。

　観み終おわって、ベッドにごろりと横になる。

　おもしろかったから、とりあえず続編も明日観みよう。

（兄ちゃんはおれの年と齢しでスカウトが来たのに……おれ、なにやってんだろ。）

　部屋には冴のトロフィーばかりで、凛のトロフィーはひとつも増えていない。

　ふと、写真の中の冴と目が合った。

（……兄ちゃん、どうしてんのかな……。）

　スマホで『レ・アール』のニュースを検けん索さくすると、冴の記事が出てきた。

　英語だけど、冴のニュースを必死に読んでいるうちに、サッカーの記事ならなんとか原文で読めるようになった。

　SAE ITOSHI! MADE HIS WAY ON THE BENCH……ってことは。

　下部組織の試合で、冴がベンチメンバーに選ばれたらしい。

「やっぱすげーや兄ちゃん……。」

　すごいけど、あせる。

　このままじゃヤバい。

　約束が果たせない。

（ムカつくけど、おれひとりじゃゴールを奪うばえないのは事実なんだ。兄ちゃんがいないのなら……おれにはどんなサッカーができる？）

　今日の試合を思い返す。

　たったひとりで戦っているような気分だった。

　味方はだれも自分の動きについてこられず、攻こう撃げきの糸はゴールまで伸のびることなく途と中ちゅうで切れてしまう。

　凛には、ゴールへのルートが見える。

　セオリーも戦術も関係なく、凛だけが感じる、ゴールへの嗅きゅう覚かく。

　この才能を冴だけは理解してくれた。だれにも読めない動きで抜ぬけ出だしても、冴のパスがあるから、衝しょう動どうのままに動いてオッケー。

　だが、冴のいない試合では、自分が最高だと思う位置に抜ぬけ出だしても、パスが来ない。

　何物にも代えがたい才能だったが、その才能ゆえに、チームプレーができないでいる。

（兄ちゃんとやっていたプレーは、もうむりなんだ。）

　もう、「自分がゴールを奪うばう」というスタイルは封ふう印いんしよう。

（おれは……意識を変えなくちゃいけないんだ。このチームを日本一にするために。エースとしての責任を果たすために。そして……兄ちゃんとの約束を果たすために。）

　今までは、自分がゴールを狙ねらうプレー。

　これからは、チームがゴールまでいけるようにするプレー。

（フィニッシュまでのイメージを描えがいて、逆算する。そのイメージを、チームメイトを使ってビルドアップする。そんなプレーをやってみよう。……おれはひとりじゃ、ゴールを奪うばえないんだから。）

　それが、凛の出した結論だった。

　冴がいて成り立っていたチーム。

　冴がいなくなって、とたんに機能しなくなったチーム。

（……なら、おれが兄ちゃんの代わりの存在になる！）

　翌日から、凛は大おお幅はばにプレースタイルを変えた。





[image: 自分を殺してでも]

　次の練習試合。

「いいぞー、凛！」

「サイド上がってるぞー！」

　後半も終しゅう盤ばん、三‐〇で圧勝ムードだ。

（簡単に裏を取れるけど……その先に、パスは来ない。）

　凛は自分の最高のイメージを消し去り、次に全体のイメージをとらえる。

　頭の中にはまるでドローンから撮さつ影えいしたかのように、選手全員の動きが見えている。

（……シュートまでつながるイメージ……。自分がゴールを奪うばうんじゃなく、得点までいける選せん択たく肢しは……。）

　凛はわざとスペースに抜ぬけずに、パスをもらう。

　凛を止めようとディフェンダーが集まってくる。

　ドリブルで強ごう引いんに抜ぬくこともできるけど、それもしない。

　ぎりぎりまで敵を引きつける。

　その逆サイドに、上がってくる味方。

　そいつとゴールを結ぶルート上に、鋭するどいパスを出す。

（さあ走れ！）

　凛からのボールを追って、そいつが走る。ワンツー。

　ゴールキーパーは凛に集中していて反応が遅おくれる。

　バスッ！

　凛のラストパスで、シュートが決まる。

　チームメイトが「おっしゃあ！」とガッツポーズ。

（……つまんねー。）

　もし兄ちゃんがいたら、ゴール前のやっべえところにパスが来て、おれがそれをダイレクトでガツッと決めて……と考えたところで思考を止めた。

　パスは来ない。

　今は、それが現実。

　なにはともあれ、チームは久しぶりに勝利した。

「よくがんばったな！」

「おまえのシュート、よかったぜ！」

　監かん督とくやチームメイトが喜べば喜ぶほど、凛の気持ちは冷める。

　だが、これではっきりした。

　このチームを勝たせるためには、自分の能力に合わせてくれる人間を求めるより、自分がこのチームの実力に合わせる。

　そうして、全体を引き上げる。

　まるで、高校数学を理解できる天才児が、小学校で足し算引き算の算数をやらなければいけないようなものだ。

（それでも勝たなきゃいけない。兄ちゃんとの約束。おれはおれの新しい武器を使って、チームを勝たせてみせる……！）

　空港で見送った兄ちゃんの背中に追いつくためには、チームの勝利を最優先する。

　そのためには、自分を殺すしかない。

　ゴールへの嗅きゅう覚かくを使って全身でゴールを奪うばいにいっていた自分を殺し、チームプレーとしての攻こう撃げきを組み立てる。

　この凛の決断は、「チームを日本一にする。」という目標のためにはベストの選せん択たくだったといえる。

　その証しょう拠こに、凛がスタイルを変えてから、チームは生まれ変わった。

　冴がいたころのように、勝てるチームになった。

　チームの雰ふん囲い気きもよくなり、凛に対する評価も爆ばく上あがりした。

「凛、さすがエースだ！」

「やっぱり冴の弟だな！」

　監かん督とくやコーチは、まるで手のひら返しである。

「またシュート決まった！　おれ天才！」

「うおお！　おれたちは強い！」

　チームメイトにいたっては、なにを言ってんだと思う。

　凛の歯がゆさを、だれも理解してはいない。

　でも勝てるのだから、それでいい。

　まるでチームメイトにマリオネットの糸がついているかのように、チームを支配して動かす……それが、凛の新しい武器。

　技術、フィジカル、戦術眼、すべてを兼かねそなえている凛だからこそできるプレー。

　それはチームメイトの能力を、最大限に引き出すことにもつながった。

　味方は、凛に誘ゆう導どうされていることにはちっとも気がつかないまま、全力を尽つくす。

　最高のタイミングでパスをもらうことで、実力以上のプレーができる。

　皮肉なことに凛がストライカーとしての成長を放ほう棄きしたことで、チーム全体のレベルが底上げされ、より勝てるチームへと成長していったのだ。

　凛はみごとに、冴の代わりになった。

　そんなわけでようやく、凛がもらうトロフィーが増えてきた。

　大会でチームが優勝し、最優秀選手賞をもらうことができた。

　冴のトロフィーの横に、自分のトロフィーを並べてみる。

（……これで、兄ちゃんに追いついていける。）

　やっと努力に結果がついてきて、ホッとする。

　ただ、今まで自由にやってきたサッカーが、ひどく不自由なものに変わっていく感覚がついて回った。

　息苦しくて、つまらない。

　そのストレスからか、最近は夜、サメが人間を襲おそうサメ映画ばかり観みている。

　巨きょ大だいな人ひと喰くいザメが、人間をバクーッとやっちゃうのがスカッとする。

　サメは血の匂においに敏びん感かんで、ギザギザの鋭するどい歯は何回でも生はえ変かわるらしい。むだにサメにくわしくなってしまった。

　トロフィーの横の、冴の写真を見る。

（……兄ちゃんも、こんな気持ちだったのかなあ。）

　ムスッとした顔で、写真の中の冴はなにも言ってくれない。

（きっと兄ちゃんもこんな不自由を抱かかえて日本でプレーしてたんだ。だから、海外へ、スペインへいったんだ……。自由なサッカーを求めて。）

　チームを引っ張ってきた冴も、ストライカーとしての自分を押おし殺ころしていたのかもしれない。

　冴の気持ちが、ようやくわかってきた。

　だったら自分も、そうするだけ。

　写真の冴が、少しだけほほ笑んだ気がした。
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　純じゅん粋すいなストライカーだった凛は、フィールドの支配者になった。

　チームメイトは駒こま。

　うまく動かして、ゴールまでいけば勝ち。

　敵は凛がおびきよせて、討うち取とっていく。

　シュートフェイクにつっこませる。自分でいくと見せかけてパスで裏をかく。敵の読みを誤らせて、常に敵より先へいく。

　それは思考の次元がどんどん高くなっていくことでもあった。

　自分の描えがく筋書き通りに、試合を運んでいく。

　衝しょう動どうじゃなく思考。

　プレースタイルは変わった。

　だが、心の中は変わっていない。

（あー、兄ちゃんがいればなあ……。）

　いまだ小学校のときと、同じことを思っている。

　冴はかっこいいだけじゃなく、やさしかった。

　楽しいサッカーを教えてくれたし、あとアイス買ってくれたし。

　ストライカーとしての凛を、育てて作ってくれたのは冴。

（またふたりでサッカーやりたい。兄ちゃんのパスでシュート決めたい。）

　常にその想おもいが、凛の心の中にはある。

　だからこそ、今は衝しょう動どうを完全に封ふう印いんする必要がある。

　ゴールへの執しゅう念ねん、ストライカーとしてのエゴは、このチームには必要ない。

　それに、このプレースタイルは監かん督とくはじめ、大人たちに大好評でもあった。

「凛もようやくチームプレーがわかってきたな！　チームメイトを生かし、チームに貢こう献けんする！　それこそ日本的サッカーだ！」

　日本人好み、というのであろうか。個人技よりチームプレー。

　やたらとほめられる。

　チームメイトにとっても、今の凛は「たよれるエース」だ。

　ある日の練習帰り。

「最近、凛変わったよな。ちゃんと周りを見てプレーしてるっていうか。」

　コンビニチキンをほおばりながら、フォワードのやつが言う。

　凛がルーティンの居残り自主練をしているとき、ほかのチームメイトはコンビニでなにか買って食べながら帰るのがルーティンである。

「変わった変わった。冴の弟だけあるわ。マジ才能すげーよな。」

　フランクフルトを食べていたやつが言った。

「でも、なに考えてるかわかんなくない？」

　ツナマヨおにぎりを買ったやつが、パッケージのフィルムをむきながら聞いた。

「まあ、無口だしな。なんか怖こわいし。」

　ポテチをパクついていたやつが笑う。

　凛はサッカーに対する姿勢がストイックすぎて、一緒にいると圧がすごい。

　練習中にふざけようものなら、ものすごい顔でにらまれたりする。

「あのさ……おれ……。」

　メロンパンを食べていたやつが、ぽつりとつぶやいた。

「このあいださ、凛をさ……江えノ電でんの駅で見たんだよ……。」

「そりゃ、凛だって江えノ電でんくらい乗るだろ。」

「凛……外国人の観光客に英語で話しかけられてて。なんか、降りる駅について聞かれてたみたいで。」

「ぷっ。そりゃ大変だったな！　あいつベンキョー全然できないんだろ？」

「そうそう！　めっちゃバカなんだよなー！」

　だが、そいつはメロンパンをぎゅっと握にぎりしめて、まるでお化けでも見たかのように青い顔で言った。

「それが……フツーに英語で答えてて、観光客が『サンキュー！　サンキュー！』とか言っちゃって……。あいつ実は……英語ペラペラなんだよ……！」





[image: ]





「うそだろ……？」

　全員、立ち止まって目を丸くする。

　そうなのだ。学校のテストは目を覆おおいたくなるくらいひどいが、実は凛、英語はネイティブ並みに話せる。サッカーの解説を生の英語で理解したくて、がんばった。

「あいつ、やっぱすげえんだな……。」

　凛の底知れぬ才能に、驚きょう愕がくするチームメイトたちであった。




　こうして凛は、中学三年生になった。

　いよいよ、日本クラブユース選手権（Ｕアンダー‐15）、凛にとって絶対に負けられない戦いが始まった。

　ということで、最近はジャパニーズホラーにハマっている。

　派手じゃないけど、じわじわ怖こわい。

　ふすまのすき間から女の幽ゆう霊れいがのぞいていたシーンには、ちょっと悲鳴が出るかと思った。自分の部屋にふすまがなくて本当によかった。

　いつ幽ゆう霊れいが出てくるかわからない恐きょう怖ふ、このゾクゾクした緊きん張ちょう感かんがいい。

　がっつり背筋が凍こおったところで、テレビを消して横になる。

（……そういえば、ホラー映画が好きになったのって、兄ちゃんがスペインにいってからだな……。）

　ベッドの中で、うとうとしながら考える。

　冴のパスで決めていた気持ちのいいシュートがなくなって、代わりの刺し激げきを求めたのかもしれない。

　あのころ、サッカーは凛に興奮と熱中をくれた。

　我を忘れて熱中して、ただ衝しょう動どうに身を任せて、狂きょう暴ぼうともいえるほど荒あら々あらしくゴールを狙ねらった。ふるえるほど刺し激げき的てきな毎日だった。

　ホラー映画でゾクゾクすると、アドレナリンというホルモンが出る。

　アドレナリンが出ると、心しん拍ぱく数すう、血圧、血糖値が上がり、興奮して痛みや疲れを感じにくくなる。つまり、闘とう争そうモードに入る。

　凛にとって、衝しょう動どうでサッカーをやっていたときの興奮や緊きん張ちょう感かんの代わりが、ホラー映画を観みることで出るアドレナリンだったのかもしれない。

　精神の安定を無意識にはかっていたのだが、理由はなんであれ、今はすっかりホラー映画マニアだ。

（明日が大会初戦……絶対に、勝つ。）

　心に決めて、まぶたを閉じた。




　凛たちのチーム、鎌かま倉くらユナイテッド・ユースは順調に大会を勝ち上がっていった。

　準決勝も二‐〇で勝利をおさめ、全ぜん盛せい期きの強さを取とり戻もどしたと、みんな明るい笑顔でロッカールームに引き上げる。

「やったぜ！　凛、決勝もたのむぞ！　おれにいいパス回してくれよ！」

　二ゴールを決めたチームメイトが、バンバン肩を叩たたいてくる。

「……ああ。」

　これでいい。

　次も、試合を徹てっ底てい的てきにコントロールするだけ。

　凛はぐっと両手のこぶしを握にぎりしめた。




　そしてついに、決勝戦。
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「ぜってえ勝つぞー！」

「おっしゃあ！　今日もゴール決めるぞー！」

　チームメイトが気合を入れているその横で、凛はひとり、スマホをいじっていた。

（兄ちゃん、ツイッターのトレンドに入ってる……！）

　＃レ・アール糸師冴

『レ・アール』の下部組織でハットトリックを決めたらしい。

　それが日本人にとってどれだけすごいことか。

　ヤバい、スゴイ、強い、とツイッターでは語ご彙い力りょくを失ったかと思うくらいサッカーファンが盛り上がっている。

　トレンドから記事に飛ぶと、「日本サッカーの未来をになう選手」として糸師冴特集が組まれていた。

（兄ちゃんは、世界一のストライカーの道を進んでる！）

　海外の一流選手にだって負けない。

　おれだって、この試合に勝てば……！

　気持ちがどんどん昂たかぶってくる。

「いくぞ、凛。試合だ。」

　監かん督とくに声をかけられ、凛はゆらりと立ち上がる。

「……はい。」

　フィールドへ向かう通路、外から差しこむ光がまぶしくて凛は目を細める。

　光の先にあるのは、決戦場だ。

（兄ちゃんとの約束の、最初の通過点だ。この試合に勝って、おれは兄ちゃんを追いかける……!!）
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　決勝の相手、鹿か島しまアンゴルモアズ・ユースは攻こう撃げき型がたのサッカーチームだった。

　フォワードのクォリティが高い。

　攻こう撃げきが洗練されていて、次から次へとチャンスをつなげてくる。

　凛たちの鎌かま倉くらユナイテッド・ユースは、防戦一方となった。

　フィールド全体を把は握あくしている凛が、相手の攻こう撃げきを読んで、ぎりぎりでしのいでいた。

「……クソ！」

　ドガッ！

　相手のシュートを、体を張って止める。

　こぼれ球を素す早ばやくキープして、味方にロングパス。

（ここでカウンター決める！）

　凛が絶ぜつ妙みょうな位置にパスを出すが、あと一歩のところで、敵にクリアされてしまった。

（クソ……！　もっと走れ！）

　その直後の攻こう撃げきも、凛が決定的なパスを出したのに、相手側にボールを奪だっ取しゅされてしまった。

（……これじゃ勝てねぇ！）

　いくら凛がチームを操あやつり、最高のポイントにパスを出しても、相手の能力値がそもそも上回っている。チームメイトのベストパフォーマンスを引き出しても、ゴールまでつながっていかない。

（このままじゃ……ダメだ。）

　一進一退の攻こう防ぼうが続き、どんどんスタミナが切れてきている。

　〇‐〇のまま、後半残り三分。

（おれのパスで……こいつらはゴールできない。おれと兄ちゃんなら勝てるのに……！　クソ！）

　記き憶おくが巻まき戻もどっていく。

　冴とのコンビネーションで敵を切きり裂さき、冴からのラストパスでゴールを決めた瞬しゅん間かんの熱。最高に気持ちよくて、熱いサッカー。

　ゴールだけをひたすら求めていた、あの衝しょう動どうがよみがえる。

　凛の瞳ひとみに、エゴのオーラが宿る。

　兄ちゃんは『レ・アール』でゴールを奪うばった。

　おれも、ただゴールを奪うばいたい。

　久しく抑おさえつけていた衝しょう動どうが、凛を突つき動うごかす。

（こんなとこで負けるわけにはいかねぇんだよ！）

　プツッと、チームメイトを操あやつっていた糸が切れ、同時に凛の中に、ストライカーとしてのスイッチが入る。

「オラ！」

　激しいタックルで敵のボールを奪うばう。

「やった！　凛、カウンター！　カウンター！」

　味方が叫さけぶが、凛はドリブルで強きょう行こう突とっ破ぱをはかる。パスは出さない。

　だが、進行方向に敵が立ちふさがる。

「凛！　ひとりで持ちすぎるな！」

　監かん督とくから指示が出る。だけど無視だ。

　どんどん敵が迫せまってくる。

「おい!!　なにやってんだ凛！　パスだパス！」

　監かん督とくの怒ど声せいが飛ぶ。

（……うっせえ……おまえに視みえてるスケールでおれを縛しばるな！）

　凛は無む謀ぼうなことをしているわけではない。

　エゴに強きょう烈れつに動かされていても、頭の中はだれよりも冷静に試合を見ていた。

　死力を尽つくした試合展開で、選手たちのスタミナは切れかけている。

　集中力は低下し、雑なプレーやささいなミスが生まれてくる。

　もうすぐ、両軍のパフォーマンスが底をつく。

　凛にはすべて把は握あくできている。そして……。

（……このタイミングで、おれにはおれの壊こわすべきルートが視みえてんだよ!!）

　ドリブルで敵てき陣じんをかいくぐる凛。

　ひとり抜ぬき、ふたり抜ぬき、ゴールに向かって突とっ進しんしていく。

「うお、すげえぞあいつ！」

「え、あの10番、あんなプレーできんの？」

　観客席からどよめきが起こる。

　それは、封ふうじたはずの、自分がゴールするためだけのプレー。

（おれひとりで……ゴールを奪うばってみせる！）

　フィールドを駆かけ上あがっていく。

「やべえ！　あいつ止めろー！」

「凛、パスを出せ！　こっちフリー！」

　今までとまったくちがう予想外の動きに、敵も味方も翻ほん弄ろうされた。

「あの10番をつぶせー！」

　一気に襲おそいかかる敵チームの選手たち。

（遅おせぇんだよ。）

　敵が凛につっこんでくるそのタイミングで、軽かろやかにパスを出す。

　嘲笑あざわらうかのように、ボールは敵のわずかなすき間を抜ぬけて、味方へつながる。

「ああ!?」

「今パス出すのかよ！」

　ズシャアッ！

　ボールに集まってきた敵がまとめて転ぶ。

　凛はそのまま、ゴール前へと全力で抜ぬけ出だした。

　パスを受けた味方が凛を見る。

「ひっ！」

　凛は今まで見たこともないような、殺気の宿った目をしていた。

　いつもクールな凛からは想像できない、火傷やけどするくらいの熱に圧あっ倒とうされる。

　もし今、パスを出さなかったら、殴なぐられる。いや、マジ殺される……！

　そんな恐きょう怖ふに似た感情を覚え、気け圧おされるようにパスを出した。

　そのボールが足元に来る瞬しゅん間かん、凛はベロを出した。

　集中。衝しょう動どう。

　凛の足がボールをとらえる。

　バシィ！

　鮮あざやかなシュート一いっ閃せん、ゴールに突つき刺ささった。

「入ったあああ！」

「すげーぞあの10番！」

　観客から、大だい歓かん声せいが上がる。

　久しぶりの、ゴールへのルートに自らつっこんでいく感覚、自分の力でゴールを奪うばった快感。

「うおおおお！」

　雄お叫たけびを上げる凛に、チームメイトも集まる。

　一‐〇。

　これが決勝点となった。

　ピーッ！

　タイムアップ！

　自分を殺した四年間と、自分のエゴを解放した三分間。

（やった……！　やったぞ兄ちゃん……！）




　凛のゴールで、チームは日本一に輝かがやいた。





[image: ナイトスノウ]

　バスンッ。

　ボールが弓なりの軌き道どうを描えがき、ゴールのすみへと吸いこまれていく。

　季節は冬になった。

　日本一になっても、凛の日々は変わらない。

　クラブでの練習が終われば、ひとりでシュート練習にはげむ。

　バスンッ。

「おつかれー。今日も居残り？」

「寒さみー。先帰るわ凛。」

「おー。」

　チームメイトがぞろぞろと帰っていく。

　寒くて息が白い。

「ふう……。」

　日本クラブユース選手権で優勝し、目標をひとつクリアした。

　あの三分間で、また一歩、冴に近づけた気がした。

　他人を操あやつり、生かし、なおかつ自分に従わせる……凛の新しい武器。

　バスンッ。

「よし！」

　納なっ得とくのいくコースに決まったところで、時間を確かく認にんするためにスマホを見ると、ネットニュースのヘッドラインが流れた。

　……糸師冴　一時帰国　充じゅう実じつのシーズンオフ　久々の日本での活動は？……

「へへっ。」

　思わず、口元がゆるくなる。

（……四年ぶりか。明日、兄ちゃんが帰ってくる。久々に会える。）

　兄ちゃんのことを思うと、凛は「兄ちゃんかっこいい！」と思っていた小さな子どものころに戻もどってしまう。

　スペインの冴とは、この四年間、ほとんど連れん絡らくを取らなかった。

　冴からも来なかったし、世界一のストライカーを目指してがんばっている冴に、自分の悩なやみを話すのもちがうと思ったから。

　その分、四年間の思いがたくさんつまっていてあふれそうだ。

（会ってなにを伝えよう……？　いつもニュース見てるよ。兄ちゃんすごいね。おれもがんばって日本一になったんだ。おれもそっちいくから待ってて。海外にはどんなやつがいるの？　おれ……兄ちゃんみたいにパスを出せるようになったんだ。ちょっとはほめてもらえるかなあ、あのころみたいに。）

　いろいろ妄もう想そうして、最後は声に出てしまった。

「兄ちゃんが世界一、おれが世界二のストライカーになって、Ｗ杯ワールドカップとりたいな……。」

　そういえば、小学校のころの授業参観で発表した作文でも、今と同じことを言っていた気がする。

「はいじゃあ次、糸師凛くん！」

　先生に当てられて、立ち上がって読んだ。

「ぼくの将来の夢は、兄ちゃんみたいなサッカー選手になることです。そして兄ちゃんが世界一のストライカー、ぼくが世界二のストライカーになって、Ｗ杯ワールドカップで優勝します。」

　あのころと変わってない自分がおかしくて、また笑ってしまった。

「……よしやるか！」

　夢のために、シュート練習を再開する。

　パシィッ！

（ちょっとズレたな……。）

　凛のシュート精度の高さは、妥だ協きょうのないイメージとストイックな練習の賜たま物ものだ。

　寒さで手も足も凍こごえているし、すでに鼻の頭は真っ赤だが、シュートがずれるのは許さない。

　とはいえ、今夜は格段に冷える。

「あ……雪。」

　寒いと思ったら、雪だ。

　夜空から、白い雪が舞まい降おりてくる。

　鎌かま倉くら育ちの凛は雪が珍めずらしくて、つい見入ってしまう。
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「今のコース甘あまいんじゃね？」

　チラつく雪に心を奪うばわれていると、うしろからなつかしい声がした。

「あ。」

　ふり返ると、冴がいた。

　降る雪がグラウンドのライトを反射し、キラキラ光る。美しく光る雪の中、まるで幻まぼろしのように、冴が立っていた。

　心臓がはねる。

　幻まぼろしなんかじゃない。大きなスーツケースを持っていて、空港から直でここにやってきてくれたんだとわかる。

「兄ちゃ……。」

　おれ日本一になったよ！　と叫さけんで抱だきつくくらいのことを考えていたけど、現実はそうはならなかった。

　冴の表情が、険しく、ひどく疲れた様子だったから。

　笑ったりはしない人だったけど、それでも凛にこんな顔を見せたことはない。

「おか……えり……。」

「おぅ……。ただいま。」

　どうしたんだろう。

　飛行機で疲れたのかな。

　それとも具合が悪いのかな。

「四年ぶりだっけ……？　てか……明日帰国の予定じゃなかった？」

　……久しぶりに会えてうれしくないのかな。

「ああ。早まった……。」

　雪は降り続く。

　なんでだろう、兄ちゃんが遠く感じる。

　さびしそうな、悲しそうな、怖こわいような。




　……糸師冴に憧あこがれた、ただ追いかけた、凛の物語はここで終わる。





あとがき







　こんにちは！　公式前ぜん日じつ譚たん『小説ブルーロック　戦いの前、僕らは。』のライティングを担当させていただきました、もえぎ桃ももです。

　表紙には「原作　金かね城しろ宗むね幸ゆき」「小説　もえぎ桃」と表記されていますが、読者のかたにはちょっとわかりにくいかもしれません。

　どういう関係かと申しますと、原作者の金城先生がプロットを書き、わたしが文章に起こしています。

　プロットとは、ストーリーのあらすじや構成のことで、料理にたとえるならレシピに近いと思います。

　金城先生の書いたレシピで、わたしが料理を作った……このイメージだとわかりやすいでしょうか？

　できあがった料理を金城先生が味見して味を調整して、「いいね！」となったら作品として完成です。この味見の過程を「原作者監かん修しゅう」といいます。ストーリーはもちろん、セリフのひとつひとつ、モブキャラのネーミングまですべてにチェックが入ります。

　さて、ライティングをしていると、時々わたし自身がキャラに入りこんでしまい、プロットからズレてしまうことがあります。

　原作者監かん修しゅうでそこは調整するのですが、今回は凛のエピソードでちょっとズレてしまいました。

　あまりにも凛がけなげでかわいそうで、わたしが書いた最初の原稿では、凛の話し方が少しかわいくなってしまったのです。

　例えば……。

「ちくしょー。」（わたしの原稿）→「クソが……。」（原作者監かん修しゅう後）

　どんなにけなげでも、凛は凛。キャラぶれは許されません。

　と、こんなふうに、細かいチェックが入って完成したのが本作品です。楽しんでいただければ幸いです。

　また、この前ぜん日じつ譚たん小説のシリーズで初めて「そうだったのか！」と知った事実も多々ありました。例えば……。

（ここから、多少ネタバレが入りますので、できれば一巻、二巻の本文を読んでから読むことをおすすめします。なお、一巻では潔いさぎ世よ一いち、凪なぎ誠せい士し郎ろう、蜂ばち楽ら廻めぐるの前ぜん日じつ譚たんが読めます！）

・潔の両親のおおらかさは神レベル。

・凪の得意科目は社会（歴史）。

・蜂楽、疲れたときは「ママ」だが基本は「優ゆう」と母親を名前呼び。

・千切、猫ねこにはやさしい（人間には厳しい）。

・玲王の思考回路が超合理的。

・玲王のリアル・バーチャル・サッカーゲームの「コクリツくん」、金城先生のユニフォームデザイン画がある。

・冴と凛、ふたりでひとつの子ども部屋を使っていた。

　と、こんな感じで、キャラのいろいろな面やエピソードがわかって楽しかったです。

　さて、潔、凪、蜂楽、千切、玲王、凛、六人のエゴイスト以外に、みなさんはだれの前ぜん日じつ譚たんを読んでみたいですか？　本編にいたるまでの軌き跡せきを知りたい！　というキャラをぜひ教えてください。

　もしよろしかったら、お手紙やおハガキで左記にお送りいただくか、「＃ブルーロック前ぜん日じつ譚たん希望キャラ」のタグをつけてツイートしていただければと思います。

　もちろん、読んだ感想もお教えいただければとてもうれしいです！




　それでは、ここまでお読みいただきありがとうございました。

　読者のみなさまに心からの感謝を申し上げます。




【お手紙のあて先】


　〒１１２‐８００１　東京都文京区音羽２‐12‐21

　講談社　青い鳥文庫編集部
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★この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とは関係ありません。





このＫＣ DXを読んだご意見・ご感想などを下記へお寄せいただければうれしく思います。なお、お送りいただいたお手紙・おハガキは、ご記入いただいた個人情報を含めて著者にお渡しすることがありますので、あらかじめご了解のうえ、お送りください。




〈あて先〉

〒１１２‐８００１　東京都文京区音羽２‐１２‐２１

講談社　青い鳥文庫編集部





イラスト　三宮宏太





本作品は、二〇二三年一月、小社よりＫＣデラックスとして刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







小しょう説せつ　ブルーロック

戦たたかいの前まえ、僕ぼくらは。　千ち切ぎり・玲レ王オ・凛りん




二〇二三年二月一日発行

著者：もえぎ桃もも

原作：金かね城しろ　宗むね幸ゆき

キャラクターデザイン：ノの村むら　優ゆう介すけ

©Momo Moegi/Muneyuki Kaneshiro/Yusuke Nomura 2023


発行者　鈴木章一

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。


22D1227E

01







[image: ]



item/image/p160.jpg





item/image/p042.jpg





item/image/p040.jpg
\\ 40}
42





item/image/cover.jpg





item/image/p156.jpg
BES -V





item/image/p031.jpg
i1
]





item/image/p022.jpg
oo @iy

D R—VBEE





item/image/p028.jpg
of A





item/image/p149.jpg
MR Ko





item/toc.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		千切豹馬　黒猫



		御影玲王　宝物



		糸師　凛　ＢＲＯＴＨＥＲ



		奥付













Guide





		目次













item/image/p060.jpg
B
ES
ﬂfn
€

=)





item/image/p058.jpg





item/image/p057.jpg
i

»

Reo Mikage

HEH 8A12H

EE L ES:
BE 185cm
1 3% % BE
HE RR#E






item/image/p178.jpg





item/image/p056.jpg
4

iiiii





item/image/p050.jpg





item/image/p174.jpg
Ay £LXSND





item/image/p052.jpg
i i





item/image/p046.jpg
i By





item/image/p166.jpg





item/image/p081.jpg
I 9 KX K





item/image/p186-187.jpg
KANESHIRO

¥
3
S
<
>
&y






item/image/p117.jpg
ERS KN Y™K





item/image/p116.jpg
56
Rib-

‘=
5=

Rin Iltas hi

#EH 9A9H

2B ZRE
5K 186cm
I 7% B AR

o5 #HRIE






item/image/p115.jpg
l%!\‘ :

Q*

lEZ

1 ] oS ] i

E2 L





item/image/p071.jpg
At € Py i





item/image/tcy_vs.png
VS.





item/image/p068.jpg
-

G o o 1 o,
o : - LN
- N

e






item/image/p105.jpg





item/image/p107.jpg
L«

Ly





item/image/p190-191.jpg
BY mMUNEYUKL
KANESHIRD

x>
5
y
3
3






item/image/p141.jpg





item/image/p014.jpg





item/image/p133.jpg
RO QST K





item/image/p018.jpg
KRILLVUNOHLD LD





item/image/end.jpg
Hg IKODANSHA





item/image/p090.jpg
18 M O L0





item/image/p188-189.jpg
(TP e DA\ ey

4"
»

FE 9

N

R





item/image/p097.jpg
NV N\ SHRIKN





item/image/p003.jpg
KB

Af S i

I 9 & K ¥ K
B W0 SN0
N1\ SmEN

0 0 O =L 0C

B WESRVYK
KLy DD
Ro&+QEIK
[q] = (%
MERWEOIWNV W
tiN-—CHBH
K H
Ay XND





item/image/p002.jpg
CONTENTS

,s) ) Vo i)

FRRE HE
KosSaw
HAE K -
RSILUDH LD &
PAR—VHEE
xR
# 5
#n 2
RO #e
iR o

ERMEH #HS
e g

5, O, £ WO D

™ [ 43 & i o





item/image/p001.jpg
e gREs
o bREHE o

vvvy
s e gh
T R






item/image/p088.jpg





item/image/p006.jpg
oS





item/image/p005.jpg
Hyoma Chigiri

LB 12H23H

BE ITES:;
5K 177cm
i 7% 5 AR
H BERBR






item/image/p004.jpg
=8

7 \\X

e





item/image/p125.jpg
K4y Do





item/image/p009.jpg
H il U





item/image/p129.jpg





